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第
一
章

産
業
の
動
向

第
一
節

最
近
の
移
り
変
わ
り

日
本
経
済
は
、
第
二
次
産
業
を
中
心
に
高
度
に
成
長
し
た
。
こ
の
高
度
経
済
成
長
が
、
第
一
次
産
業
の
農
業
に
対
し
、
ど
う
影
響
し

た
で
あ
ろ
う
か
。

他
産
業
が
、
飛
躍
的
に
発
展
し
た
の
に
対
し
て
、
生
産
資
材
費
の
高
騰
、
農
産
物
需
要
の
低
下
な
ど
で
他
産
業
と
の
所
得
格
差
が
増

大
し
て
、
農
村
人
口
(
労
働
力
)
の
都
市
へ
の
大
量
流
出
と
な
り
過
疎
化
、
兼
業
化
、

高
齢
化、

混
住
化
の
現
象
を
強
め
、
農
村
社
会

の
生
活
、
生
産
基
盤
を
大
き
く
揺
が
せ
、
地
方
と
都
市
の
格
差
を
拡
大
し
た
。

五
0
年
代
に
入
っ
て
、
経
済
が
こ
れ
ま
で
の
高
度
成
長
か
ら
、
緩
や
か
な
安
定
成
長
期
に
移
行
し
て
、
こ
れ
ま
で
質
的
変
化
を
伴
い

産業の動向

な
が
ら
量
的
に
維
持
し
て
き
た
農
産
物
需
要
の
伸
び
が
鈍
化
し
た
。
そ
の
背
景
は
、
経
済
の
安
定
成
長
に
よ
っ
て
国
民
所
得
の
伸
び
が

低
下
し
た
こ
と
と
、
全
体
と
し
て
の
生
産
過
剰
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
こ
の
安
定
成
長
期
の
影
響
に
は
、
労
働
力
の
非
農
部
門
へ
の
移
動
が
緩
慢
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第 1章

高
度
経
済
成
長
期
に
見
ら
れ
た
中
高
年
齢
層
の
他
産
業

へ
の
就
業
機
会
が
急
速
に
弱
ま
り
、
特
に
高
年
齢
層
の
農
業

へ
の
還
流
の
動

一
段
と
高
齢
化
が
進
行
し
て

41 

き
が
み
ら
れ
、
農
家
戸
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
る
が
、
後
継
者
不
足
は
依
然
解
消
さ
れ
ず
、



い
る
こ
と
は
深
刻
で
あ
る
。

42 

一
方
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
我
が
国
経
済
が
、
世
界
経
済
と
か
か
わ
り
を
深
め
る
中
で
生
じ
た
摩
擦
か
ら
、
耐震
林
産
物

の

市

場

開

放
、
輸
入
枠
拡
大
と
い
う
外
圧
は
、

我
が
国
農
林
業
へ
の
致
命
的
打
撃
で
あ
り
、
今
我
が
国
農
林
業
は
極
め
て
重
大
な
局
面
に
立
っ
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
の
中
で
、

木
村
の
主
幹
作
物
で
あ
る
稲
作
は
、
米
の
生
産
過
剰
と
、
食
糧
の
総
合
自

給
率
の
向
上
を
理
由
に
生
産
を
抑
制
さ
れ
、
殊
に
村
の
総
面
積
の
お
よ
そ
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
森
林
は
、
今
日
ま
で
、
農
家
経

済
を
大
き
く
支
え
て
き
た
が
、
こ
れ
さ
え
も
、
外
材
輸
入
、
住
宅
建
設
の
落
込
み
な
ど
に
よ
っ
て
国
産
材
需
要
が
極
端
に
低
下
し
木
材

価
格
を
低
迷
さ
せ
、
農
林
業
を
産
業
の
中
心
と
し
た
本
村
の
経
済
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
間
、
山
村
振
興
事
業
、
過
疎
対
策
事
業
、
農
用
地
利
用
増
進
事
業
、
地
域
農
業
集
団
育
成
事
業
、
特
産
銘
柄
産
地
育
成
事
業
な

ど
の

ハ
l
ド、

ソ
フ
ト
事
業
を
取
り
混
ぜ
た
村
の
振
興
対
策
事
業
を
積
極
的
に
導
入
し
て
、
地
域
の
開
発
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

の一

0
年
間
の
足
跡
の
主
な
事
業
活
動
に
つ
い
て
記
述
し
て
み
た
い
。

第
二
節

農
林
業
の
概
況

土
地
利
用
の
状
況

本
村
の
総
面
積
一
万
三
五

O
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
県
内
五
八
町
村
の
う
ち
七
番
目
の
面
積
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
耕
地
面
積
五
O
五
へ

ク

タ
ー
ル
(耕
地
率
三

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
〉
林
野
面
積

一
万
一
九
二

λ
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
林
野
率
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
)
と
な
っ
て
い

る
。



第 1章 産業の動向

年度別経営状況調

~I 50 年 55 年 60 生ド

水 田 213ha 211ha 202ha 

r-fl1 305 305 299 

518 516 501 

農 家 P 数 796戸 787戸 665戸

一 戸当 耕地面積 O. 7ha O. 7ha 

vt-

(牽引型転を含む〉
機

552台 631台 640台

動動 力力 噴撒 霧粉 機機 } 412 445 450 

回 植 機 35 69 75 

メIJ 取 機 94 183 200 

米 乾 燥 機 37 68 75 

自脱型 コンバイン 1 26 35 

注 「愛媛統計年鑑J60年は推計

年次別農業統計

1'P 物 名
[ 昭和惜 | 昭柿時 | 昭和咋度

作付面積|収穫量 作付面積|収穫量 作付面積|収穫量

麦 類 2ha 4 t Oha o t 1ha 2 t 

甘 諸 2 32 3 43 3 48 

ばれ し、 し よ 20 308 17 197 17 298 

と う もろこ し 27 135 26 130 3 90 

大 旦 22 35 25 27 24 38 

あ ず き 16 16 12 12 10 10 I 

大 根 13 338 33 1，140 33 1，290 

~ ゆ う り 2 44 2 29 2 36 

ち、 ぼ ち や 2 36 2 34 2 36 

ト ーマ ト 66 1 80 1 53 

キ ヤ '"' ツ 2 40 5 133 6 170 

は. く さ し、 2 44 2 40 2 40 

Uま うれんそう 2 26 6 58 4 27 

果 1剖 80 66 89 

肉 用 牛 320 280頭 261頭

果樹は主に柿，栗である(農業統計はすべて農家の申告に基づく〉。
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全
般
に
急
傾
斜
地
で
あ
り
、
耕
地
は
河
川
流
域
の
山
腹
に
点
在
す
る
た
め
、
棚
田
と
傾
斜
畑
が
多
い
。
田
畑
別
内
訳
は
、

回
二

O
九
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ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
二
九
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
(
五
八
年
度
現
在
)
で
、
畑
の
う
ち
一
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
樹
園
地
で
茶
、
桑
が
主
で
あ
る
が

一

部
に
み
つ
ま
た
が
見
ら
れ
る
。

冬
季
は
寒
気
が
厳
し
く
積
雪
が
多
い
た
め
夏
作
の
一
毛
作
が
多
く
、
主
な
作
物
は
、
米
、
葉
た
ば
こ
、
野
菜
類
、
茶
で
あ
る
。
野
菜

類
は
、
近
年
、

気
象
条
件
な
ど
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
高
冷
地
野
菜
の
栽
培
が
導
入
さ
れ
着
実
に
伸
び
を
示
し
今
後
特
産
物
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
既
に
夏
秋
レ
タ
ス
は
銘
柄
化
し
て
い
る
。

林
野
の
う
ち
樹
林
地
は
、

一
万
一
五
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
人
工
林
一
万
三
九
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
天
然
林
一
一
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

樹
林
地
に
占
め
る
人
工
林
率
は
八
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
県
下
町
村
第
一
位
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
齢
級
別
に
見
る
と
戦
後
植
林
し
た
も
の

が
圧
倒
的
に
多
く
、
三

O
年
生
以
下
の
林
分
が
人
工
林
の
約
八

O
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
収
入
に
対
し
、
保
育
管
理
な

ど
に
要
す
る
経
費
が
大
幅
に
超
過
し
て
経
営
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
二
一
世
紀
に
訪
れ
る
で
あ
ろ
う
国
産
材
時
代
に
向
か
っ
て
良

質
材
の
生
産
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

就
業
人
口
の
動
態

日
本
経
済
の
高
度
成
長
期
に
見
ら
れ
た
農
村
人
口
の
著
し
い
減
少
も
、
経
済
の
安
定
成
長
と
と
も
に
減
少
度
が
緩
や
か
と
な
り
一
部

に
U
タ
l
ン
現
象
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ち
な
み
に
木
村
で
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
四

0
年
代
に
お
け
る
急
速
で
大
幅
な
人
口
減
少
も
、

五

0
年
代
に
入
っ
て
よ
う
や
く

下
火
と
な
る
が
、
農
業
の
ま
す
ま
す
の
斜
陽
に
よ
り
農
業

へ
の
新
規
参
入
を
見
る
こ
と
な
く
農
家
人
口
は
年
ご
と
に
減
少
し
て
い
る
こ



第 1章産業の動向

産業別就業人口

年 別 50年 55年 60年

総 数 問 7人| 2，附八Ai i 2，035人

第 1，166 944 779 
一 農 業 1，002 834 684 

産業次 林 業 161 109 94 

漁 業 3 1 

第 508 571 693 
一

業産次

鉱 業 7 1 。
建 設 業 313 388 470 

製 ユ、止旦ヒ 業 188 182 223 

5十 603 570 563 
第

在日 フ士会'c ク亡ま芯ゴ 業 185 165 148 一一

業次産
金融 ・保険 ・運輸 ・通信業 265 259 268 

サ ー ビス 業 83 83 92 

公 務 68 63 55 

国勢調査による (60年は推計〉。

と
に
変
わ
り
は
な
い
。
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第
二
章

註主主

E乏

業

第
一
節

作
目
別
動
向

米

五
八
年
水
稲
作
付
面
積
は
一
五
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
四

O
年
に
比
較
し
、
九
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
(
三
七
パ

ー
セ
ン
ト
〉
の
大
幅
減
少
と
な

り
、
収
穫
量
に
お
い
て
も
、
六
五
八
ト
ン
で
二
三
三
ト
ン
(
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
〉
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
四
五
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
米
の
生
産
調
整
と
五
三
年
度
か
ら
、
こ
れ
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
て
い
る
水
田
利
用
再
編
対
策

が
主
な
要
因
で
あ
り
、
低
収
田
へ
の
植
林
や
米
以
外
の
作
物
に
転
換
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

一
0
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量
は
、
異
常
気

象
年
の
五
五
年
を
除
け
ば
、
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
の
傾
向
を
維
持
し、

五
八
年
で
は
四
三
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
た
。

米
価
は
、
毎
年
生
産
者
側
か
ら
の
引
上
げ
に
対
す
る
強
い
要
求
が
な
さ
れ
な
が
ら
も
、
米
価
が
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
い

こ
と
か
ら
、
常
に
要
求
額
が
抑
制
さ
れ
年
々
上
昇
す
る
生
産
資
材
費
な
ど
の
高
騰
が
農
家
経
済
に
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
米
は
本
村
の
主
幹
作
物
で
あ
っ
て
将
来
と
も
に
農
家
経
済
が
米
に
対
す
る
依
存
度
が
高
い
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
基
盤
整
備
を
進
め
、
省
力
化
、
品
質
向
上
を
中
心
と
し
た
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
生
産
技
術
の
向
上
を
図
ら
な
け
れ

J

ギ
ι
工
‘つ
工

、
O

L
W
4
J
P，

T
L
 



第 2章農 業

年 次

昭和35年

40 

45 

50 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

水稲の作付面積と収穫量

美 )11 干す

作付面積 I~り0収a量当た I収穫量

222 339 750 

242 368 891 

221 398 880 

187 392 733 

163 429 721 

161 420 677 

160 306 490 

156 420 655 

154 406 626 

151 436 658 

作 付面積 :ha 
単位 {収 穫量 t

10 a当たり収穫量 :kg 

愛 媛 県

作付面積 I~り0収a量当十:I収穫 量

42， 100 396 166，600 

39， 700 412 163，600 

33，000 406 134，000 

29， 900 455 136，000 

27，400 480 131， 500 

26，600 456 121，300 

25，600 386 98，800 

24，400 471 114，900 

24， 100 436 105， 100 

「農作物調査」の結果によるO

47 

供出米年次別政府統制価格

(60kg玄米〉

政 府 買 入価 格
年 度 別

1 戸守ゴ在ィ 3 共τ立ず

昭和49年 13，662円 13，002円

50 15 616 14，956 

51 16，614 15，954 

52 17，276 16，616 

53 17.368 16，048 

54 17，366 16、046

55 17，736 16，416 

56 17，808 16.488 

57 18屯 004 16.684 

58 18. 318 16，998 

59 18， 712 17 392 

昭和53年以後は等級改訂によ る新等級 (1等は旧の 1

"'3等， 3等は旧の 5等〉である。



葉

た

ば

こ

48 

葉
た
ば
こ
は
、

お
よ
そ
五
年
の
周
期
で
増
減
反
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た

が
、
喫
煙
と
健
康
問
題
の
影
響
、
社
会
的
規
制
の
増
加
な
ど
、

た
ば
こ
需
要

共同育苗施設(有枝〉

の
構
造
的
停
滞
に
加
え
、
輸
入
の
自
由
化
も
あ
っ
て
、
今
後
原
料
需
要
量
の

減
少
は
あ

っ
て
も
増
加
の
見
込
み
は
な
い
と
い
っ
た
日
本
た
ば
こ
産
業
は
、

か
つ
て
経
験
の
な
い
極
め
て
厳
し
い
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
。

一方、

国
の
行
革
の
進
む
中
で
、
三
十
有
余
年
に
及
ぶ
公
社
制
度
が
六

O

年
か
ら
、

日
本
た
ば

こ
産
業
株
式
会
社
に
衣
替
え
さ
れ
、
外
国
巨
大
企
業
と

の
競
争
時
代
を
迎
え
た
。

国
際
競
争
下
に
お
い
て
は
、
品
質
を
前
提
と
す
る
コ
ス
ト
競
争
で
あ
る
の

応
で
き
る
体
質
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
、

コ
ス
ト
低
減
、

高
品
質
、
高
生
産
性
を
追
求
し
て
、

輸
入
た
ば
こ
に
優
る
品
を
よ
り
安
価
に
客
の
ニ

l
ズ
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
対

で、

今
後
の
日
本
た
ば
こ
産
業
は
、
耕
作
農
家
を
含
め
関
係
者
が
総
力
を
結

集
し
て
、

日
本
た
ば
こ
産
業
存
続
の
絶
対
条
件
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
木
村
の
五
九
年
の
葉
た
ば

こ
耕
作
農
家
戸
数
は
三
四
戸
、
総
生
産
額

一
億
四
0
0
0万
円
で
本
村
の
主
要
作
目
の
地
位

と
で
あ
り
、

を
占
め
て
お
り
、
将
来
と
も
に
基
幹
作
目
と
し
て
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
た
め
に
は
、
主
産
地
の
地
位
を
維
持
す
る
こ

五
九
年
有
枝
地
区
に
共
同
堆
肥
場
を
建
設
す
る
な
ど
集
団
的
安
定
産
地
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。



第 2章 農 業

美川村たばこ耕作実績

50年

47人 2，779.0 a 75，725.0K 96，255，590円

K当たり 1，271円 lOa当たり 272K 346，368円

51年

46人 2，758.0 a 72，794.0K 96，135，810円

K当たり 1，321円 lOa当たり 264K 348，571円

52年

44人 2，685.2 a 71，880.5K 99，752，025円

K当たり 1 388円 10 a当たり 268K 371，488円

53年

44人 2，644.8 a 69 450.5K 106，693，395円

K当たり 1，536円 10 a当たり 263K 403，408円

54年

41人 2，523.1 a 63，757.5K 107，180 815円

K当たり 1，676円 lOa当た り 253K 424， 798円

55年

39人 2，393.0 a 53，052.5K 95，483，120円

K当たり 1，800円 lOa当た り 222K 399，010円

56年

36人 2，260.3 a 59，874.5K 109，365，215円

K当たり 1，827円 lOa当た り 265K 483，874円

57年

35人 2，115.0 a 60，258.0K 102， 735， 120円

K当たり 1 705円 10 a当たり 285K 485，745円

58年

35人 2，166.3 a 58，183.5K 108，471， 480円

K当たり 1，864円 lOa当た り 269K 500， 722円

59年

34人 2，102.2 a 55，923.5K 104，060 880円

K当たり 1，861円 lOa当たり 266K 495，009円

49 
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蚕

養
蚕
は
山
地
産
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
高
く
、
四
五
年
の
飼
養
農
家
数
は
二

O

六
戸
あ
っ
た
。
そ
の
後
繭
価
の
低
迷
と
労
働
力
の
他
産
業

へ
の
流
出
、

更
に
高
齢
化

な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
重
な
り
漸
次
減
少
し
、
五
八
年
で
は
六
三
戸
と
な
り
四
五

共同堆肥場

年
の
約
三

O
パ
ー
セ
ン

ト
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。

一
方
、
桑
園
面
積
は
、
全
体
的
に
減
少
す
る
も
一
戸
当
た
り
の
栽
培
面
積
は
四
五

年
の

0
・
四

ヘ
ク
タ

ー
ル
か
ら
、
五
七
年
に
は

0
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
規
模
が
拡
大

さ
れ
、

一
戸
当
た
り
の
掃
立
卵
量
も
七
・
八
箱
と
な
り
約
二
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び

を
示
し
、
同
時
に
二
戸
当
た
り
の
収
繭
量
も
わ
ず
か
に
増
加
し
た
。

五
八
年
稚
蚕
共
同
飼
育
所
再
編
整
備
事
業
に
よ
っ
て
、
中
予
稚
蚕
人
工
飼
料
育
共

る。 稚
蚕
は
人
工
飼
料
育
、
壮
蚕
は
台
車
付
一
段
条
桑
育
、
上
族
は
自
然
上
綾
な
ど
に
よ
る
近
代
的
養
蚕
経
営
が
村
内
一
円
に
定
着
し
て
い

同
飼
育
所
が
久
万
町
に
完
成
し
人
工
飼
料
育
に
よ
る
画
期
的
技
術
改
良
が
行
わ
れ
、

し
か
し
経
営
は
零
細
規
模
で
あ
る
の
で
、
省
力
化
な
ど
経
営
の
合
理
化
を
図
り
経
営
規
模
の
拡
大
に
努
め
、
恒
常
的
安
定
作
目
に
向

上
発
展
さ
せ
る
た
め
の
い
っ
そ
う
の
努
力
が
望
ま
れ
る
。
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養査農家数・桑園面積・掃立卵量・収繭量

掃立卵 量 :箱
単位 {収繭 量 t

箱当たり収量 :kg 

農第 2章

年次 |養蚕農家数|桑栽培面積|掃立卵量 |収繭 量 |JFFA|盟事室
昭和45年 206戸 82hal 1. ::371 42 6. 7 30.3 

50 133 52 858 28 6.5 31. 0 

53 89 55 711 23 8.6 32.3 

54 80 51 664 21 7.4 32.9 

55 80 49 565 18 6.6 32. 5 

56 72 50 517 16 7.2 31. 9 

57 63 38 491 17 7.8 34.7 

「収繭量調査」の結果による D

美川村荒茶工場数〈昭和59年度現在〉

分

工 場 数

区

四

茶

昭
和
四
六
年
度
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
に
よ
り
、

美
川
村
農
業
協
同
組
合
に
六

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

一
ラ
イ
ン

製
茶
工
場
を
建
設
し
、
同
時
に
美
川
村
茶
生
産
者
組
織
を

結
成
し
た
。

そ
の
後
の
生
産
量
の
増
加
に
伴
い
、
茶
の
品
質
改
善
及

び
栽
培
か
ら
処
理
加
工
に
至
る
生
産
の
合
理
化
を
推
進
す

る
た
め
に
、
昭
和
五
五
年
度
特
産
営
農
団
地
整
備
事
業
に

よ
り
、
高
性
能
の
製
茶
機
械
六

0
キ
ロ
、

一
ラ
イ
ン
及
び

生
葉
処
理
施
設
を
増
設
し
た
。

し
か
し
、
こ
こ
ま
で
順
調
に
伸
び
て
き
た
本
村
の
茶
産

業
も
、
静
岡
な
ど
産
地
銘
柄
品
の
増
産
に
よ
る
産
地
問
競

争
に
よ
り
、
価
格
が
低
迷
し
、

ま
た
農
家
人
口
の
高
齢
化

生産割合

に
伴
う
生
産
の
減
退
に
よ
っ
て
、
昭
和
五
五
年
の
生
産
量

一
六
八
ト
ン
に
対
し
て
、
昭
和
六

O
年
に
は
生
産
量
が
九

0
ト
ン
と
約
二
分
の
一
に
ま
で
落
ち
込
む
こ
と
と
な
っ

51 



た
。

栽培農家の作付規模別数

よ司。。当005 iO1 i03 |05 | 計以 ~O. 11 ~O. 3i ~O. 51 ~ 1. 0 

50%以上 70 110 20 15 4 219 

30~50% 

1O~30 

5 ~10 

5%未満

言十 70 I 110 I 219 
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茶摘み風景(梨の下〉

し
か
し
、
茶
は
本
村
の
立
地
条
件
、
気
象
条
件
に
最
も
適
し
た
作
物
で
あ
り
、
栽
培
技
術
の
改
良
と
品
質
の
向
上
、
更
に
は
生
産
性

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る。

の
向
上
と
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
を
図
り
、

産
地
問
競
争
が
優
位
に
展
開
で
き
る
産
地
と
し
て
の
地
位
向
上
に
い
っ
そ
う
の
努
力
が
望
ま



五

里子

~・

対毛ご

い
て
、

新
し
く
高
冷
地
野
菜
が
選
択
さ
れ
、

山
村
離
れ
の
傾
向
が
続
き
、
こ
の
ピ
ン
チ
か
ら
脱
出
す
る
た
め
、
地
域
特
産
、
新
規
作
目
の
導
入
な
ど
、

営
農
類
型
の
見
直
し
に
お

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、

キ
ャ
ベ
ツ
、

ほ
う
れ
ん
そ
う
、
大
根
な
ど
の
栽
培
に
取
り
組
む

が
、
生
産
の
過
剰
基
調
を
背
景
に
維
持
拡
大
が
で
き
ず
、

業農第 2章

ほ
と
ん
ど
の
品
目
が
姿
を
消
し
て
い
く
中
で
、

キ
ャ
ベ
ツ
は
、

四
四
年
県
の

産
地
指
定
を
受
け
、
二
年
後
の
四
六
年
に
は
四
国
唯
一
の
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
産
地
と
し

て
国
の
産
地
指
定
を
受
け
量
産
し
て
い

る
。
そ
の
ほ
か
日
野
浦
大
谷
地
区
の

一
名

「大
谷
大
根
」
は
、
そ
の
良
質
に
お
い
て
高
知
市
場
を
中
心
に
優
位
に
直
販
さ
れ
て

き
た
が
、
各
市
場
、
量
販
庖
な
ど
の
機
構
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
で
は
有
利
販
売

が
で
き
な
い
情
勢
の
変
化
か
ら
、
近
く
共
同
販
売
体
制
に
移
行
す
る
気
配
を
見
せ
て

大谷大根

い
る
。
ま
た
二
箆
地
区
の
野
菜
研
発
会
が
研
究
開
発
し
た
夏
秋
レ
タ
ス
は
、

県
が
推

奨
す
る
ご
村
一
品
運
動
」
の
特
産
銘
柄
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
今
後
木
村
の
特
産

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
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--'-
ノ¥

四
国
カ
ル
ス
ト
大
川
嶺
牧
場

54 

大
川
嶺
牧
場
は
、
四
国
カ
ル
ス

ト
地
区
国
営
草
地
開
発
事
業
に
よ
り
開
設
さ
れ

た
も
の
で
、

愛
媛

・
高
知
の
県
境
(
九
O
O
I
一
五

0
0
メ
ー
ト

ル
)
の
四
国
カ
ル
ス
ト
地
区
に
乳
用

・
肉
用
牛
の
公
共
育
成
牧
場
を
開
設
し
、
地
域
畜
産
振
興
と
広
域
共
同
利
用
を
図
る

大川嶺牧場乾燥基地

」
の
事
業
は
、
国
が
昭
和
四
一
年

度
か
ら
四
四
年
度
に
調
査
計
画

し
、
四
五
年
度
に
全
体

実

施

計

画
、
四
六
年
度
に
事
業
着
工
総
事

造成された草地

業
費
三
二
億
五

0
0
0万
円
を
か

け
、
五
四
年
度
に
事
業
完
了
し
た

も
の
で
あ
る
。

開
発
の
目
的

四
国
の
カ
ル
ス
ト
地
区
の
丘

陵
台
地
に
肉
用
牛
、
及
び
乳
用

牛
の
夏
季
放
牧
に
よ
る
育
成
団

地
と
し
て
、
公
共
育
成
牧
場
を

建
設
し
、
県
下
の
畜
産
振
興
に
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資
す
る
と
と
も
に
、

山
村
僻
地
に
お
け
る
菌
土
の
高
度
利
用
を
通
じ、

後
進
地
域
の
総
合
開
発
に
資
す
る
こ
と
を
呂
町
と
す
る
ひ

事
業
の
経
緯

(
一
)
昭
和
四

O
年
四
月
一
三
日
大
野
ケ
原
国
営
牧
場
開
発
に
関
す
る
陳
情
書
、
続
い
て
六
月
二
二
日
大
規
模
草
地
改
良
調
査
計
画
地
域
指
定

申
請
書
が
、
野
村
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
七
月
二
日
知
事
は
、
農
林
大
臣
に
申
請
し
た
。

(
二
〉
柳
谷

・
美
川
村
長
か
ら
大
川
嶺
の
追
加
申
請
が
あ
り
昭
和
四一

年

一
月
一
一
日
知
事
は
、
変
更
申
請
を
行

い、

現
在
の
愛
媛
三
町
村

(
野
村
町
・
柳
谷
村
・
美
川
村
〉
、
高
知
二
町
村
(
梼
原
町
・
東
津
野
村
〉
の
五
町
村
に
ま
た
が
る
地
域
と
な
っ
た
。

会
一
)
昭
和
四
一
年
四
月
二
八
日
農
林
大
臣
の
地
域
選
定
通
知
を
受
け
、
四
一
年
度
か
ら
四
三
年
度
の
調
査
実
施
が
確
定
し
、
中
国
四
国
農
政

局
が
調
査
計
画
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
四
一
年
五
月
三
日
県
境
地
芳
峠
に
、
絵
垣
畜
産
局
長
ら
を
迎
え
、
両
県
知
事
、
議
長
な
ど
の
出
席
の
も
と
に
調
査
着
手
式
と
現
地

踏
査
を
行
っ
た
。

(
五
)
昭
和
四
六
年
一

O
月
二
二
日
中
国
四
国
農
政
局
四
国
カ
ル
ス

ト
草
地
改
良
事
業
所
が
野
村
町
に
設
置
さ
れ
た。

2
0
昭
和
四
七
年
六
月
、
四
七
年
度
事
業
と
し
て
、

牧
道
八
一
四
七
メ
ー
ト

ル
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
美
川
分
に
つ

い
て
は
、

美

川
・

日
野
浦
線
一
五
四
一
メ

ー
ト

ル。

(七〉

昭
和
四
八
年
八
月
中
国
四
国
農
政
局
四
国
カ
ル
ス
ト
野
村
事
業
所
美
川
工
区
事
務
所
建
設
。

昭
和
五
二
年
度
事
業
と
し
て
、
草
地
造
成
七
三
・
七
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
雑
用
水
施
設
を
実
施
。

昭
和
五
四
年
度
鳩
岩
線
、
木
地
線
舗
装
工
事
。

(四〉
(八〉

(九〉事
業
量
及
び
事
業
費

(一〉

草
地
造
成

一
五
三

・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
四

O
、
九
六
四
、
0
0
0円
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一
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八
三
四
九

・
九
メ

ー
ト

ル

(三〉

雑
用
水
施
設

一
式

(
四
)

そ
の
他

四

国
営
等
草
地
開
発
附
帯
事
業

ハ
一
)

昭
和
五
一
年
度
事
業
開
始

のどかに遊ぶ放牧牛

六
四
、
八
七
九
、

0
0
0円

ιー号
一ロ

八

O
、
四
五
七
、

0
0
0円

二

O
九
、
三
四
七
、

0
0
0円

七
九
五
、
六
四
七
、

0
0
0円

五
三
年
度
事
業
完
了

刈 取 機 械(ホイレッカーとカーゴトラック〉

56 

刈取・ 集草作業中
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(
二
)

事
業
量
及
び
事
業
費

隔

障

物

三

六

、
八
五
八
メ

ー
ト
ル

電

気

導

入

三

六

0
平
方
メ

ー
ト

ル

基
地
造
成
二
か
所
六
、

0
0
0平
方
メ
ー
ト
ル

三
六
、
四
三
八
、

0
0
0円

一
、

0
0
0、
0
0
0円

二
二
、
一
五

O
、

0
0
0円

二
ハ
、
四
五
九
、

0
0
0円

一
二
、
八

O
O、
0
0
0円

四
、
二
ニ
七
、

0
0
0円

三
、
七
三

O
、

0
0
0円

一
八
、
二
六

O
、

0
0
0円

一
一
、
ニ

O
四
、

0
0
0円

四
九
、
五

O
O、
0
0
0円

四
、
九

O
O
、

0
0
0円

一
、
九
三

O
、

0
0
0円

二
五

O
、
0
0
0円

七
八
一
、

0
0
0円

三
、
二
二
、

0
0
0円

一
、
九
六
七
、

0
0
0円

一
、
八
八
四
、

0
0
0円

一
九

O
、
五

O
二
、

0
0
0円

避
難
舎
二
棟
三
=
二
・
二
四
平
方
メ
ー
ト
ル

着
視
舎
二
棟

一
三
二
・

0
0平
方
メ

ー
ト
ル

貯
蔵
庫
一
棟
一
二

0
・
0
0平
方
メ
ー
ト
ル

格
納
庫
一
棟
一
一
一
九

・
六
七
平
方
メ

ー
ト
ル

機
械
施
設
七
台

乾
燥
施
設
一
棟
三
八
五

・
0
0平
方
メ

ー
ト

ル

乾
燥
機
械
一
台

衛
生
舎
一
棟
一
六
五
・

0
0平
方
メ
ー
ト
ル

薬
浴
そ
う
二
か
所

一
台

牛
衡
機

通
信
施
設

ニ
セ
ッ
ト

工
事
雑
費

測
量
試
験
費

事
務
費

総
事
業
費
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牧
場
事
業
の
概
要

概要 乾燥霊の 震大川場 概要 牧放喜重大川

の 場

採
延 放 ち矢

牧 牧
年

年
頭

草
頭 j明

度
数 数 間

面
一 和昭

三芝L 度 一 天一一 C月D 三月区
一一、

ha 積 4ゴ 一 目玉 吉
年度頭三ζEコ己 一 間日日

頭Cコ

生

昭和年度同

一
和昭E耳

一一一、 一貫日 茸産
三j目Eb五 玉

一
プτミ 一 年

匡耳 E』三立L 頭7t. 頭E耳
間 日

度
t 

生

和年昭量五度

昭和

産 ノ1、
三二二 一月一 三月区E司L 

E耳 一 間日ニ日 日 年度プF匂ミ・
E主主aL 

プ7t.ミ=

t 頭 頭

生

和年昭五度六

一

和年昭六度産 -b、・ 三月月

/，ノ匡珂1 、 一 間日 五日 三日.7¥. 
EI三旦L 区耳

t 頭 頭

生

和年度昭五七

一 和昭
一 否月月

産 プ之、

年度ペゴ7t. 間日 又日 三日
2jEU L 

量 一 Cコ
t 頭 頭

生

和年昭度八

一 和昭
一 主月月

産 主歪正、一
2/El 己

3'L 一 間日 ズ日 九日
年1日3tLF 五 量 区耳 一τ=倉

t 頭 頭

生

和年度昭九
-否 一o月二二 五月一- 和j昭五u 

産 一一、

三豆 一 間目 。日 回? 伊正
仁4コゴ 一 -b" 

』主三豆L 
d 甘

t 頭 頭

七

他

そ

の

業

経
済
の
高
度
成
長
政
策
の
も
と
に
、
農
業
は
専
業
か
ら
兼
業
ヘ
、
兼
業
は
一
種
兼
業
か
ら
二
種
兼
業
に
離
農
が
続
き
、
三
五
年
の
一

農

一
二
玉
戸
の
農
家
数
は
五
五
年
に
は
七
八
七
戸
で
四
二
八
戸
の
減
少
で
あ
る
。

第 2章

こ
の
よ
う
に
農
業
は
、
他
産
業
が
成
長
す
る
の
と
は
逆
に
、
斜
陽
化
し
極
め
て
困
難
な
局
面
を
迎
え
て
お
り
、
今
を
生
き
る
農
業
経

営
で
は
、
多
収
性
、
収
益
性
を
重
視
し
た
作
目
選
定
を
迫
ら
れ
、
在
来
、
多
品
目
の
栽
培
は
影
を
薄
め
て
、
雑
穀
類
は
専
ら
自
家
用
の
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農作物の作付面積及び収穫量

(農作物調査〕の結果による

昭和50年度 昭和55年度 昭和58年度
作 物 名

作付面積|収穫量 作付面積|収穫量

f果 麦 1ha 2 t -ha 一一 t 0.4ha 1 t 

麦 1 2 2 

力、 ん し よ 2 32 3 43 3 48 

は: れ し、 し よ 20 308 17 197 17 298 

大 旦 22 35 25 27 24 38 

旦 16 16 12 12 10 10 

き ゆ う り 2 44 2 29 2 36 

台、 tま ち や 2 36 2 34 2 36 

ト ーマ ト 66 80 1 53 

キ ヤ """ ツ 2 40 5 133 4 116 

tま く さ し、 2 44 2 40 2 40 

ほ うれんそう 2 26 6 ;;8 4 27 

Tご し、 、、ー- ん 13 338 33 1，140 33 1，340 

とうもろこし〈未成熟〉 27 135 26 130 32 163 

か き 1 12 1 10 1 23 

く り 14 18 18 27 12 30 

う め 22 50 20 29 18 36 

肉 用 牛 飼養戸数|飼養頭数|飼養戸数|飼養頭数|飼養戸数|飼養頭数

繁殖めす頭数 103頭

み
と
な
っ
た
。
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第
二
期
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
の

後
半
五
八
年
に
、
久
万
農
業
改
良
普
及

所
の
小
玉
考
誠
の
手
に
よ
っ
て
、
新
し

い
大
豆
栽
培
技
術
が
普
及
、
タ
マ
ホ
マ

レ
の
新
品
種
が
導
入
さ
れ
て
以
来
、
転

作
田
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
大
豆
の
販

売
が
見
ら
れ
今
後
の
増
反
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。



第
二
節

農
業
振
興
事
業

地
域
農
業
集
団
育
成
事
業

地
域
農
業
集
団
育
成
事
業
は
、
国
の
定
め
る
地
域
農
政
総
合
推
進
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
組
織
化
と
農
用
地
の
利
用
関

業農第 2章

係
の
改
善
の
気
運
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
、

意
欲
あ
る
中
核
的
担
い
手

を
中
心
に
兼
業
農
家
な
ど
も
幅
広
く
包
括
し
、
地
域
農
業
集
団
を
育
成
し
、
同
集
団

に
よ
る
活
動
を
基
礎
と
し
て
中
核
的
担
い
手
の
育
成
と、

経
営
規
模
の
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
高
能
率
な
生
産
組
織
の
育
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

生
産
性
の
高
い
農
業

夏秋レタス〈ニ箆)

構
造
を
確
立
す
る
こ
と
を
、
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
事
業
で
あ
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
木
村
に
お
い
て
も
特
に
気
象
条
件
を
生
か
し
た
夏
秋
野
菜
を
導
入

し
て
高
原
農
業
の
確
立
、

及
び
農
地
の
流
動
化
事
業
に
よ
る
農
地
の
集
積
に
よ
り
中

核
農
家
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
重
点
的
施
策
と
し
て
、
昭
和
五
八
年
度
に
二

集
団
(
二
箆
・
沢
渡
〉、

昭
和
五
九
年
度
に
二
集
団
(
西
古
味
、
東
古
味
)
の
四
集
団
が

指
定
を
受
け
、
本
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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特
産
銘
柄
産
地
育
成
事
業

62 

こ
の
事
業
は
、
土
地
、
労
働
力
、
技
術
及
び
そ
の
生
産
物
な
ど
地
域
の
特
色
あ
る
資
源
を
有
効
に
活
用
し
、

農
林
水
産
業
に
お
け
る

特
産
銘
柄
産
地
の
育
成
を
図
る
た
め
、
県
単
独
事
業
と
し
て
、
昭
和
五
八
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
従
来
二
箆
地
区
で
試
作
し
て
い
る
夏
秋
レ
タ
ス
が
指
定
さ
れ
、
昭
和
五
九
年
度
か
ら
六

0
年
度
に
か
け
て
、
栽
培
技

術
研
究
、
生
産
施
設
整
備
な
ど
を
進
め
、
銘
柄
の
産
地
化
を
図
っ
て
い
る
。

第
三
節

農
業
委
員
会

農
用
地
利
用
増
進
法

昭
和
五
五
年
農
用
地
利
用
増
進
法
、
農
地
法
改
正
法
及
び
、

農
業
委
員
会
法
改
正
法
の
農
地
関
係
三
法
の
成
立
を
み
、
そ
の
中
心
と

な
る
農
用
地
利
用
増
進
法
が
昭
和
五
五
年
九
月
一
日
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
、

農
用
地
の
有
効
利
用
及
び

農
業
経
営
規
模
の
拡
大
と
地
域
農
業
の
組
織
化
及
び
諸
資
源
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
事
業
で
あ
る
。

こ
の
制
度
が
必
要
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
専
業
農
家
が
他
産
業

へ
の
就
労
、
老
齢
化
な
ど
に
よ
り
農
地
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
利
用
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
一
方
、
経
営
規
模
の
拡
大
の
た
め
農
地
を
求
め
て
い
る
農
業
経
営
者
が
あ
り
、
前
者
か
ら
後
者
へ
農
用
地
の
賃
貸
借

な
ど
の
形
で
農
地
利
用
の
条
件
は
整
備
さ
れ
た
が
、
単
に
農
地
法
の
規
制
を
緩
和
し
た
だ
け
で
は
、
農
地
を
貸
し
た
ら
返
還
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
と
い
う
貸
し
た
農
家
の
不
安
は
解
消
さ
れ
ず
、
ま
た
借
り
手
側
に
と
っ
て
も
多
く
農
地
を
、
継
続
し
て
借
り
受
け



第 2章 農 業

農地の移動状況

農地等の所有権移転処理状況〈農地法第 3条関係〉
(単位 a)

自 {乍 地

:入 農 地

有 {賞 無 償

件 積 。ド 面 積 |

30-48 10， 199 

49-58 498 5，089 100 7，697 

同 4 1 17，896 

農地の転用状況(農地法第 4条関係〉

iよ¥lf数 l面

ゥ 1 ~ 1 
;;|:l 

地

一
積

5 

20 

25 

所有権移転を伴う転用状況 〈農地法第 5条関係〉

て1 1: 1 :~ 1 ~ 1 

地

一
積

13 

19 

32 

自作農維持資金，取得資金貸付状況
(単位:万円〉

it 
取得資金 京佐 持 資 金

害|負債|相
件数 |金額件数 |金額慨|金額

叶ぺ 一1

1
土

l

80 

49-58 I 4 460 

計 I 190 I 80 
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る
期
待
が
持
て
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
を
解
消
し
、
農
用
地
の
流
動
化
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
の
事
業
が
施
行
さ
れ
る
こ

64 

と
に
な
り
、
併
せ
て
農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
が
発
足
し
た
。

農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業

農
用
地
高
度
利
用
促
進
事
業
は
、
農
用
地
な
ど
の
流
動
化
を
促
進
す
る
推
進
体
制
の
整
っ
た
市
町
村
が
、

農
地
流
動
化
推
進
員
(
農

業
委
員
〉
に
よ
り
、
利
用
権
設
定
な
ど
促
進
事
業
を
中
心
に
、
利
用
権
な
ど
の
申
し
出
農
家
、
及
び
受
け
手
農
家
の
掘
り
起
こ
し
活

動
、
農
地
流
動
化
奨
励
金
の
交
付
事
業
な
ど
で
、

農
用
地
な
ど
の
流
動
化
対
策
を
一
体
的
に
企
画
推
進
し
、
農
業
の
中
核
的
担
い
手
の

育
成
、
確
保
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
農
業
の
振
興
と
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
あ
る
。

美
川
村
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
六
年
に
指
定
を
受
け
五
年
計
画
で
昭
和
五
七
年
度
か
ら
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
五
七
年
五
・
八
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
、

五
八
年
四
・
六
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

五
九
年
二

・
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
利
用
権
の
設
定
が
行
わ
れ
、
担
い
手
農
家
に
よ
る

農
地
の
有
効
利
用
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
多
く
の
賃
借
権
の
設
定
が
見
込
ま
れ
る
。

第
四
節

農
業
生
産
条
件
整
備
事
業

土
地
改
良
事
業
(
継
続
〉

前
編
で
述
べ
た
よ
う
に
土
地
改
良
事
業
は
、
非
常
に
広
範
多
岐
な
分
野
に
広
が

っ
て
お
り
、

件
整
備
で
あ
る
。
昭
和
四
八
年
以
降
に
お
い
て
は
、

農
村
の
生
活
環
境
を
農
業
基
盤
と
一
体
的
に
整
備
す
る
、
農
村
の
総
合
整
備
も
土

一
口
に
言
え
ば
農
業
生
産
に
適
す
る
条



地
改
良
事
業
と
し
て
、
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。

団
体
営
土
地
改
良
事
業
(
継
続
)

農
村
総
合
整
備
に

つ
い
て
は
、

農
村
整
備
計
画
の
項
で
詳
細
記
述
す
る
。

農
家

公
共
性
が
強
い
農
業
基
本
施
設
で
、

受
益
面
積

・
そ
の
他
条
件
の
適
合
し
た
地
域
で
は
、

負
担
が
軽
減
で
き
る
団
体
営
農
道
整
備
事
業
に
よ
り
、
舗
装
付
で
走
行
性
の
よ
い
農
道
が
、
年
々
数
本
ず
つ
開
設
さ
れ
て

い
る
(実
績

別
表
の
と
お
り
〉

県
単
独
土
地
改
良
事
業
(継
続
〉

業農第 2章

前
編
で
述
べ
た
以
外
に
、

新
制
度
と
し
て
五
四
年
度
創
設
さ
れ
た
小
農
道
整
備
事
業
(
舗
装
)

は
、
各
地
域
内
の
維
持
管
理
に
毎
年
多
く
の
経
費
を
必
要
と
し
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
有

効
幅
員
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
上
二
メ
ー
ト
ル
未
満
の
里
道
及
び
作
業
道
を
整

備
し
て
い

る。

こ
の
制
度
の
実
現
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
解
消
し
生
産
・
生
活
施
設
と
し

て
の
機
能
を
発
揮
し、

住
民
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
別
表
の
よ
う
な
実
績
を
あ
げ
て

い

団体営農道大川線

る。

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

農
村
の
生
産
基
盤
整
備
を
目
的
と
し
、
併
せ
て
環
境
の
整
備
に
重
点
を
お

い
て
、
昭
和

四
八
年
度
に
制
度
化
さ
れ
た
。

美
川
村
は
こ
の
制
度
に
基
づ
き
、
昭
和
五
三
年
三
月
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
計

画
を
策
定
し
、
国
土
庁
の
認
可
を
受
け
、

65 

モ
デ
ル
事
業
の
指
定
村
と
な
っ
た
。
事
業
内
容



を
大
き
く
分
け
る
と
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

・
農
村
環
境
整
備
事
業

・
農
村
環
境
施
設
整

66 

備
事
業
で
、
総
事
業
費

二
二
億
四

0
0
0万
円
は
、
木
村
始
ま
っ
て
以
来
の
指
定
事
業
で
あ

る
。
事
業
の
中
に
は
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
建
築
も
含
ま
れ
て
お
り
、

事
業
の

推
進
に
当
た
り
、
新
た
に
農
村
整
備
課
を
設
置
し
た
。

実
施
計
画
及
び
年
度
別
の
実
績
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

山
村
振
興
農
林
漁
業
特
別
開
発
事
業
(
継
続
)

モデル事業大川圏場

時
限
立
法
の
山
村
振
興
法
が
延
長
さ
れ
、
第
二
期
山
振
が
開
始
し
、
美
川
村
も
指
定
条
件

に
適
合
す
る
た
め
、
昭
和
四
九
年
度
指
定
を
受
け
、
ま
た
五
五
年
度
に
は
、
第
三
期
山
振
の

指
定
を
受
け
、
特
別
開
発
事
業
を
実
施
す
る
。
事
業
内
容
及
び
実
績
は
、
別
表
の
と
お
り
で

あ
る
。

四

耕
地
地
す
べ
り
対
策
事
業
(
継
続
)

農
地
保
全
事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
地
す
べ
り
等
防
止
法
に
よ
る
対
策
事
業

は
、
村
内
の
指
定
地
域
に
つ
い
て
、
水
路
・
排
水
路
・
水
抜
ボ
ー
リ
ン
グ
・
排
水
・
暗
渠
、

地
す
ベ
り
誘
発
防
止
の
た
め
の
床
止
工
・

護
岸
工
、
地
す
べ
り
を
直
接
阻
止
す
る
杭
打
工
・

土
留
工
な
ど
の
工
事
が
、
県
営
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
業
は
別
表
の
と
お



り
で
あ
る
。

五

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
(
継
続
〉

地
理
的
気
象
条
件
か
ら
、
毎
年
の
よ
う
に
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

被
災
箇
所
の
復
旧
と
二
次

災
害
防
止
の
た
め
諸
施
策
に
力
を
注
い
で
い
る
。

前
編
で
述
べ
た
よ
う
に
災
害
復
旧
事
業
の
う
ち
、

業農第 2章

一
般
的
な
も
の
は
暫
定
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
る

と
、
高
率
補
助
と
な
り
農
家
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。
昭
和
四
九
年
度
以
降
の
災
害
復
旧
は

別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

_l.... 

/'¥ 

干
害
応
急
対
策
事
業

農免農道置俵線

継
続
は
な
し
。

七

農
林
漁
業
用
揮
発
油
税
財
源
身
替
農
道
整
備
事
業
(
継
続
)

前
編
で
記
述
し
た
と
お
り
、
昭
和
四
八
年
度
県
営
事
業
で
着
手
以
来
、
五
八
年
度
ま
で

の一

0
年
間
、
毎
年
継
続
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
総
延
長
七
八
六
五
メ
ー
ト
ル
、
総
事

業
費
七
億
六
七
二
五
万
円
の
膨
大
な
事
業
費
に
よ
り
、
全
線
舗
装
付
で
完
成
し
た
。
年
度

別
事
業
内
容
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る。

67 



八

県
営
仕
出
過
疎
農
道
整
備
事
業

68 

こ
の
事
業
は
、
広
域
に
ま
た
が
り
基
幹
と
な
る
農
道
の
整
備
事
業
で、

農
業
生
産
の
近

代
化
を
図
る
ほ
か
、

農
村
環
境
の
改
善
に
資
す
主
要
な
役
割
を
果
た
す
、
県
営
の
大
型
事

過疎農道仕出線

業
で
あ
る
。
起
点
、
御
三
戸
・
仕
出
地
域
を
経
て
筒
域
に
至
る
農
道
開
設
で
、
昭
和
五

O

年
度
着
工
、
継
続
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
六
二
年
度
完
成
予
定
で
、
総
延
長
三
四

O
九
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
七
億
一

0
0
0万
円
の
見
込
み
で
全
線
舗
装
付
で
あ
る
。
事
業

の
執
行
状
況
は
別
表
の
と
お
り
。

九

土
地
改
良
区
(
継
続
)

る
o い

る
の
は
、
東
古
味
土
地
改
良
区
の
み
で
あ
り
、
ほ
か
は
解
散
さ
れ
て
い
る
。
存
続
改
良
区
の
事
業
内
容
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ

前
編
で
述
べ
た
よ
う
に
、

四
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
存
続
さ
れ
て



団体営土地改良事業

州
相

年実施度 事主業体
事 業 1主 内 訳

工 程 地 区名 事 業 亙 総事業費 請負業者
国県補助金 村 地元負担金

円 円 円 円
49 i且z且z i董 高 山 美川村 L= 462.0m 22，593，700 13，533，850 8，028，400 1，031，450 西山広元

w=  3.5 

" 農道柿 岩瀬戸 " 橋紙l台肉l2l 3基~ 8，817，300 5，281，650 3，289，740 245，910 天野輝雄

僑梁 L= 45.1m 
橋工桁業工・トピー

50 H H H w=  4.0 22，624，000 13，552，000 8，420，070 651，930 
床若高版工林山 ・達取付狐郎道取イサj主L=46.9

" 農 1、ザ旦ー 堤 11 
L=  158.0m 12，322，000 7，381，000 4，365，500 575，500 平柳 進Wニ 3.5 

51 
L= 148.0m 

" " " H 
w=  3.5 14，140，000 8，470，000 4，998，100 671，900 H 

" " 中 キす " 
L= 151. 0 m 

11，110，000 6，655，000 3，950，350 504，650 高中 岡岡 4!1b;Ea壬h じ:、Wニ 3.5 

H H 大 JII H 
L= 104.0m 

9，090，000 5，445，000 3，223，650 421，350 西岡広明Wニ 4.0 

52 " 堤 " 
L= 220.0m 

25，250，000 15，125，000 8，940，000 1，185，000 平相1I 進w= 3.5 

H " 中 キす " 
L= 229.0m 

10，605，000 6，352，500 3，780，500 472，000 高 岡 稔w=  3.5 

" " 大 JII 11 
L= 221.0m 

27，270，000 16，335，000 9，634，000 1，301，000 西岡広明w= 4.0 

53 " 堤 11 
L= 464.0m 

50，500，000 30)250，000 17，978，000 2，272，000 平 柳 幸次郎w= 3.5 
σ、に。

酬
明
細
N

掠



53 I J史 i立1rr 村|美)11村1L= 1803..0 5m l |l 15，655，000l | l 9，377，5001 5，573，5001 704，0001 高 岡 稔| rC、コ. 
w=  

大 )11 1 H |L= 338.0m 
52，520，000 31，460，000 18，697，000 2，363，000 西岡広明

w= 4.0 

11 I農道舗装|中 村| H |L= 560.0m 
6，565，000 3，932，500 2，337，500 295，000 金西亀建設

w= 3.5 山正 志

54 1農 ~ノ:t H |L=  353.0m 
44，440，000 26，620，000 15，821，000 1，999，000 平 柳 幸 次 郎

w=  3.5 

大 )111 H |L= 
.w= 吋~m 1 80，800;0001 48，4州∞1 28，764，0∞ 3，636，0001西 岡広明

55 1 H 

L (A工区)
1 L=  327.0m 1 34，340，0001 20，570，0001 12，225，0001 1，545，0001 西山広元
w=  4.0 

L (B工区)
297.0m 51，510，000 30，855，000 18，337，000 2，318，000 西岡広明

w=  4.0 

11 1農道舗装| ↓iノ目t三 11 |L= 1，344.0m 23，230，000 13，915，000 8，619，000 696，000 金西亀建設
w=  3.5 山正 志

" I 
|斐 川| 11 |L= 729.0m 

16，160，000 8，080，000 7，596，000 484，000 協和道路
w=  3.5 東進

56 1 |大 )111 11 |L= 2，098.0m 
40，400，000 24，200，000 14，988，000 1，212，000 

w=  4.0 

菱 )11 1 11 |L= 
w=  

324.0m| 
3.5 

9，898，0001 4，949，0001 4，653，0001 296，000 

11 1農 道 |大 11 |L= 
w=  

4:o"'1 51，510，0001 30，855，0001 18，338，000 2，317，0001 平 柳 幸 次 郎

VP戸6国t 150~250M 
12，120，0。 6，0ω，00 4，242，00 1.818州三予言気番道11 I管水 路| 古 味| 11 |塩ビ

L= 534.0m 
越ー

57 1農 道 |大 H |L= 
w=  

吋~ml 町川州 ω，肌州 29 ， 484 ， 000 3，726，0001 平 柳幸次郎



57 農 道 下 中且 美川村
L=  108.0m 

24，240，000 14，520，000 8，630，000 1，090，000 中岡 F圭w=  3.5 

V P h6居立 150-250% 
横第一重工業11 管水路 古 味 11 I昆ビ 36，360，000 18，180，000 12，726，000 5，454，000 

山 明L = 2，023.0m 

58 農 道 大 ノl口・了、苧 H 
L= 781.0m 

93，930，000 56，265，000 33，441，000 4，224，000 平 柳 幸 次 郎w=  4.0 

11 11 下 組 11 
L=  247.0m 

50，500，000 30，250，000 17，978，000 2，272，000 中間 1;長
w=  3.5 

管水路 古 昧
V P rt 200m/m 

7，070，000 大大西工業11 11 
L= 680.0m 20，200，000 10，100，000 3，030，000 

西究定

メE入Z 961，520，000 566，580，000 346，128，310 48，811，690 

農村総合モデル事業

事1K

年実施度 事主業体
事 業 費 内 訳

工 種 地 区名 事 業 旦E司主 総事業費 請負業者
国県補助金 村 資 地元負担金

ha ドl 円 Pl Pl 
54 ほ場整備 大 )11 美川村 6.2 42，420，000 29，610，000 5，175，000 7，635，000 沼 田 洋 一

I! H 
1.0式 F県H興土地iWJ改量良K述K介

55 
(寿地処)

H 11 1，363，500 951，750 166，750 245，000 (6.2) 
ZZL JL 

11 i陣品= i萱 東 )IJ 11 
L= 345.0m 18，361，800 12，816，900 4，810，900 734，000 高岡
w=  3.5 

H 集路落排水 馬 門 11 Lニ 119.0m 3，908，700 2，728，350 790，350 390，000 平初11 幸次郎

H H 長 illiJi 11 L= 68.0m 767，600 535，800 139，800 92，000 rl~ 1刈 1;主
..... 
t、

酬

明

糾

N

掠



55 1 営 用一 農飲雑水 1 士有'円 校|美)11小=4，146.0m 39，693，000 27，706，500 8，017，500 3，969，0001 興浅洋工野事友 広 Iト

1.0式
1，690，000 。1，521，000 169，000 

(村単独分)

改日夕又善セン 一棟
11 I ー計測量 美 )'1 (1.568m') 5，595，400 2，797，700 2，797，700 

01 ~藤十 岡三夫

56 1農村ヂ
H 

151，500，000 75，750，000 75，750，000 。
セン ー (1.535m') 

11 建築主体 請(1負19金，936，000) 大大林林組 ヲ7 郎

11 l給排水設備 |(L3，市，0∞ 千代田設備玉
日野 男

内訳~ I 11 |空調設備 |f(8，07l，OOO) 
横第一重山工業 明

" |電気設備 11(6，771，000) 
池田椛電気
石 審平

" 
シャトー企画設

設計監理 (1 ， 170 ，000 ) 藤岡 三夫

H 1.0式 171，700，000 85，850，000 85，850，000 。センター (1.535m') 

" |建築主体
請負金 大大林林組 芳 郎

07，360，000) 

11 |給排水備設 |f(9，967，O00) 
千代田設備玉
日野 男

内訳{ 11 |空調設備 I(仰幻，00
横第一重工業
山明

|電気設備 |(22，332，ooo) 
池田橋電気

11 I 11 石 審平H 



|吋計監理 請負金 計藤シャトー企画設
センー 1，270，000) 

岡三夫
H H 

山山本文本具正 和備品購入
(5，290，000) 

11 建築主体 701，000 。 701，000 。大大林林組 芳 郎
単独分

H 備品購入 660，000 。 660，000 。山山本文本具正 和

H 11 
2，000，000 。2，000，000 。いよてっ順そご郎う

(結婚式場) 小 泉次

11 I暗渠排水 大 )11 L= 498.0m 1，717，000 1，198，500 209，500 309，000 西岡広明

" I農道舗装 大川上組 L= 500.0m 
8，383，000 5，851，500 2，280，500 251，000 金西亀建山設正 志w= 3.5 

58 I イ集碕落道整 藤社中 L= 474.0m 
24，088，500 16，814，250 6，311，250 963，000 高 山 猛w= 4.0 

装集落道舗 大川下組 L= 371.0m 
6，565，000 4，582，500 1，786，500 196，000 金西亀建山設正 志w= 3.5 

中 j頼 L= 138.0m 
2，706，800 1，889，400 736，400 81，000 協東和道路

w= 3.0 進

置 H 
62.0m 

797，900 556，950 217，950 23，000 金西亀建設
Wニ 3.0 山正 志

判{ |梶 L= 97.0m 
金西色建山設正 志w= 3.0 1，585，700 1，106，850 431，850 47，000 

上 田 L= 394.0m 
6，878，100 4，801，050 1，871，050 206，000 協東和道路

軍国 Wニ 3.5 進

中 自年 L= 266.0m 
4，242，000 2，961，000 1，154，000 127，000 西金亀建設4畔 w= 3.5 山正志

N 

L= 345.0m 136，000 協束和道路総 " 東 )11 w= 3.5 
4，545，000 3，172，500 1，236，500 進| ロ



58 集衣?を?落道f;ili 二 箆 中
166.0m 
3.5 

H " 組 回
L= 75.0m 

" Wニ 3.5 

H f集iiH落道笠 大 谷 中 /1 
L= 107.0m 
w=  4.0 

メ仁入3 

年実施度 工 種 地 区 名 事主体業 事 業 量

49 農 道 岩瀬戸 美川村
L= 77.0m 
w=  3.5 

L= 46.0m 
H 農道橋 薪 立 H 

W(内=線 18.4) 
3.0 

H 農道舗装 内 分 " 
L= 134.0m 
w=  3.5 

11 農 道 キイノヤシ H 
L=  150.0m 
w=  3.5 

50 H 一 箆 H 
L= 162.0m 

一 w=  3.5 

H 農道舗装 豊 久 " 
L= 389.0m 
w=  3.5 

H " 
里 回 H 

L= 143 7.Om 
w=  .0 

3，131，000 2，185，500 852，500 

1，565，500 1，092，750 426，750 

14，594，500 10，187，250 3，824，250 

521，161，000 295，147，000 209，719，000 

県単土地改良事業

事 業 費 内
総事業費

国県補助金 村 費

円 円 円

3，260，000 1，630，000 1，613，950 

4，090，000 2，045，000 1，643，800 

4，000，000 1，600，000 2，280，600 

3，310，000 1，655，000 1，324，200 

6，000，000 3，000，000 2，701，100 

5，000，000 2，000，000 2，850，300 

3，000，000 1，200，000 1，710，120 

93，000 

46，000 

583，000 

16，295，000 

訳

地元負担金

円

16，050 

401，200 

119，400 

330，800 

298，900 

149，700 

89，880 

西金亀建設
山正志

/1 H 

H H 

平 柳幸次郎

請負業者

天野輝雄

西岡広明

金西亀建設
山正志

平柳 進

久保金松

金亀建設
西山正 志

H H 

" " 

電子
t、



進
協和道路
東

149，550 2，850，450 2，000，000 5，000，000 

日付
EE' 広|司西424，350 3，825，650 4，250，000 8，500，000 

7じ広山西200，000 1，800，000 2，000，000 4，000，000 

金亀建設
西山正志

220，140 4，189，860 2，940，000 7，350，000 

円
A

ELF 広岡西1，000，000 9，000，000 10，000，000 20，000，000 

1;壬同中150，000 1，350，000 1，500，000 3，000，000 

320.0m 
3.5 

88.4m 
3.5 

65.0m 
3.5 

487.6m 
3.5 

283.0m 
3.5 

45.0m 
3.5 

210.0m 
3.0 

美川村|仁

L=  
w= 
L=  
w= 
L.= 
w= 
L=  
w= 
L=  
w= 
L=  
Wニ

箆農道舗装51 

大 川下i草民

次

分内農道舗装

大川下組
、_v_

Jll I長52 

井手口

金亀建設
西山正志

120，000 2，280，000 1，600，000 4，000，000 自').. -
百I京ヰ農道知Ii装H 

住5{IZ イ米久400，000 800，000 800，000 2，000，000 178.0m L=  とちず日各オぇ

山
内11二|珂

dl
口
斗

『
け
に453，000 927，000 920，000 2，300，000 

金危建設
西 山正 法;

157，000 2，989，000 2，097，000 5，243，000 

-五jζ 山西610，000 7，021，000 7，631，000 15，262，000 

I珂広|珂西160，000 1，840，000 2，000，000 4，000，000 

Lニ 422.0m
w= 4.0 

L = 259.0m 
w= 3.5 

Lニ 102.5m 
w= 3.5 

L = 323.0m 
w= (0.4XO.30) 

145.0m L=  組ヰ三11 

次農道~iIì装11 

?I立沢i草53 

大川出口
事眠

猛山高800，000 1，600，000 1，600，000 4，000，000 i邑1
4
 

F6
 

路

200，000 400，000 400，000 1，000，000 45.0111 木机上蝋

t.n r、

進

フじ広

協和道路
東

山西

240，000 

802，000 

4，560，000 

9，235，000 

3，200，000 

10，037，000 

8，000，000 

20，074，000 

347.0m 
3.5 

247.0111 
3.5 

一一一一一一一
一

L
W
L
W
 

;11:千口

J以?)~ 

l長i益1ilii長

、 ~ _

JL!. 長254 

制

W

N
掠



tO 
E、猛

士山正
設

路

建

山

道

亀

和

金

西

協

東

60，000 1，140，000 800，000 2，000，000 

進

稔

幸次郎
門
川
川
Hφ

白
川

H
，，

・噌，q
a

平。516，000 344，000 860，000 

H
A
 

r
?
L
V
 広岡西928，000 10，672，000 11，600，000 23，200，000 

猛山I苛420，000 2，580，000 3，000，000 6，000，000 

協和道路
東

金亀建設
西 山正志

進
375，000 7，125，000 5，000，000 12，500，000 

90，000 1，710，000 1，200，000 3，000，000 

幸次郎H
H
r
 

同

H
H，

4
b
q

，
 

平150，000 750，000 600，000 1，500，000 

猛山高100，000 500，000 400，000 1，000，000 

7G 広山西340，000 1，700，000 1，360，000 3，400，000 

幸次郎

フじ広

山高540，000 1，260，000 1，200，000 3，000，000 

岡高

。
264，000 

nuh 

行
M
MJ

4
r
1
 

山

3，900，000 

1，320，000 

平

西

2，600，000 

1，056，000 

100，000 

180，000 

6，500，000 

2，640，000 

500，000 

900，000 

400，000 

720，000 

1，000，000 

1，800，000 

美川村ILニ 167.0m 
(0 .4XO. 20) 

Lニ 150.0m
w= 3.5 

L= 210.0m 
w= 2.5 

L = 120.0m 
w= 2.0 

L=  91.0m 
1.2 

124.0m 
18.3) 
3.5 

86.0m 
3.5 

665.0m 
3.5 

113.0m 
3.1-3.5 

77.0m 
2.5 

125.0m 
1.2 

351.0m 
1.2 

101.0m 
1.4 

108.5 m 
2.0 

i呂

イノヤシ
キ

(束古l床)
成

(束古味)
カミオキ

(日野浦)
ナル

中路54 

農道舗装

" 
小農道舗
中幸子

ヨ又

長
川

ニ内

一一
一一一一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
二
三
一
一
一
一
一

L
(

W

L

W

L

W

L

W

L

W

L

W

L

W

L

W

L

W

 

大川下組道農55 

大川出口H 

i度?尺農道舗装

m 
よじ

吋

ン

ィ

ナ

ノ

1
品
川付

L
L
 

4

ィ

1

ジ

藤

l

カ

小農道舗
サキラ

ヨ丈

山
町
内

抗
弓

メ入
Iコ

藤社
ウマカド

分内



，鳥 美川村
L =  
w=  

3611..75m l 1l4，OOO，O001 | l 1，600，000 I 2，000，000 I 400，000 I中岡 |在

56 農 1、J旦y::- ii* 社 w=  4:6 '" I 8，200，000 I 4，100，000 I 3，772，000 328，000 I高山 猛

H l上ダノ，， 1 11 
|L= 33.0m 

6，000，000 3，000，000 2，760，000 240，000 西岡広明w=  3.5 

'/ I農道舗装|沢 波 | |L=  519.0m 
15，000，000 6，000，000 8，550，000 450，000 

協和道路
11 

w =  3.5 東 進

よmじ
L=  95.0m 

2，500，000 1，000，000 1，425，000 75，000 金西亀建山設正 志w=  3.5 

11 Iイ表tミ農道部i 七 l弓
L=  584.0m 

6，300，000 2，520，000 3，150，000 630，000 中同 I~全w=  1.5 

11 I ジアン
L=  1381..36m i |l 2，OOO，OOOl | l 
w=  800，000 I 1，000，000 I 200，000 I高 岡 稔

7]( 押| 11 
|L= 
w=  i : :3 ... I 5，080，000 I 2，032，000 I 2，540，000 508，000 I中岡 隆

57 1農 道 |上夕食ノ"I 11 |L= 
w=  3:5'" I 10，000，000 I 5，000，000 I 4，600，000 400，000 I西岡広明

|大谷中| |L= 61.0m 
6，000，000 3，000，000 2，760，000 240，000 平相1I 幸次郎H H 

w=  3.5 

11 I農道舗装 をヲ 井
L=  309.0m 

5，350，000 2，020，000 3，170，000 160，000 金西亀建設
w=  3.5 山正志

判{ L=  318.0m 
水路 本 主且 (0.3XO.3) 5，000，000 2，000，000 2，250，000 750，000 西山広元

小者を企4宅-農道舗 窪 田
L =  

3361..O 2mL1l2，OOO，O001 | l 800，000 I 1，000，000 I 200，000 
蝋

11 
w=  

4時 七 鳥 上
L=  

1 i||  
棚田:1中岡 隆w=  i : 5 ... I 3 ， 000 ，000 I 1 ， 200 ，000 I 1 ， 500 ， 000 

。q
総 58 農 ユ、合旦会 上ダパ

L=  77.0m 
400，000 西岡広明|

tr、、
w=  3:5'" I 10，000，000 I 5，000，000 I 4，600，000 



58 農 ]萱 大谷中 美川村

H 農i宣告iIi装 生号 チ十 H 

" " 天 神 " 

" 水 路 黒藤川下 " 
H " 古 l);jミ " 
H 小装農道舗 長 持E " 

H " も町 山 " 

" " ジテ。ン " 

H " 中 1五 H 

メ口入

L=  40.1m 
4，000，000 2，000，000 w=  3.5 

L= 348.4m 
5，800，000 2，320，000 w=  3.5 

L= 328.6m 
5，000，000 2，000，000 w=  3.5 

L=  76.0m 
1，900，000 760，000 (0.6XO.3 

L = 100.0tn 
2，300，000 920，000 (0.6XO.4 

L= 78.0m 
1，300，000 520，000 w=  1.6 

L= 461.0m 
5，000，000 2，000，000 

w=  1.5 

L= 110.4m 
1，300，000 520，000 

w=  1.2 

L= 110.0m 
1，500，000 600，000 w=  1.2 

329，319，000 148，097，000 

農地農業用施設災害復旧事業

業量

7.0m 
1.5 

1，840，000 160，000 

3，306，000 174，000 

2，850，000 150，000 

855，000 285，000 

1，035，000 345，000 

650，000 130，000 

2，500，000 500，000 

650，000 130，000 

750，000 150，000 

162，878，030 18，343，970 

平 柳 幸 次 郎

金亀建設

西山正志

" " 
" " 

高山

高岡

中間 F歪

高岡

" H 

高山 猛

請負業者

中岡亀吉

αコ
E、
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25，000 

172，602 
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33，000 

37，000 
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73，000 

39，000 

52，000 

117，000 

335，000 

97，000 

53，000 

73，000 

121，000 

33，00。
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294，630 

367，200 

379，440 

613，008 

369，152 

1，265，748 

486，244 

1，165，398 

2，341，248 

511，755 

580，302 

3，202，302 

4，026，200 

2，153，526 

2，858，602 

2，133，000 

1，785，882 

520，356 

976，440 

1，344，264 

650，024 

177，662 
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18.0m 
3.0 

10.0rn 
3.5 

14.0m 

31.0m 

19.4m 

19.7m 

8.5m 

17.6m 

12.0rn 

12.0rn 

7.0m 

10.0m 

12.0m 

16.2m 

12.0m 

11.2m 

15.0m 

21.0m 

14.0m 
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Cコ。。F全岡* 48，000 932 892，068 941，000 

フじ広山西。388，856 7，089，144 7，478，000 

稔

広元

稔

1孟

広元

ご~'"川己、

jユ;明

陛

稔

郎

隆

猛

元

稔

猛

H

次

H

幸

広

中岡

高岡

平柳

中岡

高山

西山

高岡

高山

32，000 

37，000 

276，000 

46，000 

51，000 

21，000 

484，000 

18，000 

11 ，000 

19，000 

133，000 

38，000 

41，000 

43，000 

32，000 

70，000 

7，000 

39，000 

21，000 

18，000 

75，000 

28，000 

)11 

上沖

凹波野瀬

古 l床

一ー よ乙

黒藤川中

上沖

大 川下

大 川

岡

西山

高 岡

高 山

西山

高 岡

西岡

136 

698 

101，247 

32，078 

35，866 

868 

113 

700 

529 

93 

895 

247 

480 

371 

802 

686 

259 

160 

516 

128 

922 

776 

主主.. 口、

回

水 路

水 路

回

主主・
同1585，864 

580，302 

1，215，753 

383，922 

427，134 

972，132 

1，063，887 

831，300 

177，471 

293，907 

2，061，105 

588，753 

638，520 

667，629 

1，458，198 

3，142，314 

111，741 

1，740，840 

956，484 

805，872 

3，375，078 

1，279，224 

618，000 

618，000 

1，593，000 

462，000 
514，000 

994，000 

1，548，000 

850，000 

189，000 

313，000 

2，195，000 
627，000 

680，000 

711，000 

1，491，000 

3，213，000 

119，000 

1，780，000 

978，000 

824，000 

3，451，000 

1，308，000 

8.0m 

27.0m 
3.5 

10.0m 
2.0 

8.0m 

23.0m 

8.0m 

11.0m 

11.0m 

26.0m 

11.0m 

7.0m 

7.0m 

52.0m 

17.0m 

22.0m 

14.0m 

11.0m 

41.0m 

31.0m 

11.0m 

23.0m 

13.0m 

47.0m 

10.0m 
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57 71<. 路 1、~ Tー.‘:ノ 美川村 L= 16.0m 824，000 772，912 88 51，000 高岡 稔

58 土田 回ノ元 H L= 5.0m 628，000 516，450 550 111，000 平柳幸次郎
1/ 回 大 )11 H L= 8.0m 266，000 221，046 18，954 26，000 西岡広明
1/ 土田 長 j布i H L= 32.0m 308，000 255，948 22，052 30，000 高岡

メ口入 言十 67，104，000 62，424，882 716，362 3，962，756 

第二期山振事業

事眠

年実施度 事主体業
事 業 費 内 訳

工 種 地区名 事 業 量 総事業費 請負業者
国県補助金 キす 費 地元負担金

50 農 道 室ワ 井 美川村 L= 474.0m 40，740，00円0 28，518，00円0 10，235，10円0 1，986，90円0 久保金松w= 3.5 

H 1/ 上 回 H 
L= 388.0m 21，760，000 15，232，000 5，475，000 1，053，000 高岡 稔、w= 3.5 

51 71<. 路 本 組 1/ L= 399.0m 4，260，000 2，982，000 447，000 831，000 西山広元

52 農 、1奇比異7 大川上組 11 
L= 500.0m 33，400，000 23，380，000 8，370，000 1，650，000 沼田建男w= 3.5 

H H 沢 i度 11 
L= 245.0m 20，558，000 14，390，000 5，142，000 1，026，000 西山広元w= 3.5 

53 11 中 出年 H 
L= 284.0m 23，522，000 16，465，000 6，117，000 940，000 沼田建男w= 3.5 

H 7.1<. 路 木 地 11 L= 508.0m 10，000，000 7，000，000 1，050，000 1，950，000 1/ 1/ 

メ口入 言十 154，240，000 107，967，000 36，836，100 9，436，900 
...... 
αコ

蝋

制

N
伸
明



年実度施 工 I霊 地 区名 事主体業 事 業 量

56 農 i草 東 ノ'口ー、一 美川村 463.0m 
w= 3.5 

58 71く 路 藤社下 11 L= 93.0m 
(300B) 

11 H 藤社上 H L= 356.4m 
(O.3XO.25) 

11 水揚水機路 長 j頼 H 管持水水ポンプ15KW
日各 94m 

-0 

年実施度 工 種 地区名 事主体業 事 業 主E位ヨ

49 農 i基 岩瀬戸 美川村 1.0式

50 11 一 箆 H 
L= 54.0m 

一 w= 3.5 

11 H 岩瀬戸 11 
L= 6.2m 
w= 4.0 

51 農道舗装 H H 
L= 6.5m 
w= 4.0 

第三期山振事業

司王 て一~Hにー 費 内
総事業費

国県補助金 十~t 1~t 

79，000，00円0 55，300，00Il0 J 18，240，00円0 

890，000 623，000 134，000 

9，380，000 6，566，000 1，407，000 

3，960，000 2，772，000 594，000 

93，230，000 65，261，000 20，375，000 

村単独農道整理事業

事 業 資 内
総事業費

国県補助金 村 費

185，00円0 175，75円0 

1，658，000 1，658，000 

465，000 451，050 

116，400 

訳

地元負担金

5，460，00円0 

133，000 

1，407，000 

594，000 

7，594，000 

訳

地元負担金

9，25円0 

。
13，950 

3，600 

請負業者

西山広元

高 山 猛

11 11 

興i:足洋工業
lli-f'友広

請負業 者

天野輝雄

久保金松

高 山 猛

協和道路
東 進

c¥l 
00 



51 
(土留)

中 村 美川村
L= 8.3m 58，000 

40，600 17，400 中岡 隆11 w= 3.5 

11 農道排水 上 田 11 1.0ヶ処 27，000 25，650 1，350 高岡 稔

56 11 東古昧 11 L= 44.0m 978，000 978，000 。 H H 

58 農 j萱 大 )11 H L= 10.1m 491，000 457，000 34，000 西岡広明
H 7.K 路 11 11 L= 52.0m 650，000 553，000 97，000 11 H 

メ口入 百十 4，632，000 4，455，450 176，550 

農免農道整備事業

事眠

年実施度 事主体業
事業費 内訳

工 Hf 地 区 名 事業量 総事業費 請負業者 l

国県補助金 村 費 地元負担金

L= 528.0m 円 円 円 円
久保金松 |48 農 j萱 iliヨ( 俵 愛媛県 w= 4.0 20，969，000 17，393，416 3，023，584 552，000 

49 11 11 
Lニ 722.0m 

31，350，000 26，012，500 4，521，500 816，000 " " w= 4.0 

50 H H 
L= 756.0m 

34，115，000 28，311，250 4，893，750 910，000 " H w= 4.0 

51 " " 
L= 1，124.0m 

50，663，000 41，988，917 7，346，084 1，328，000 " " Wニ 4.0 

52 H 置依 2期 " 
Lニ 872.1 m 

54，060，000 44，795，000 8，030，470 1，234，530 " H w= 4.0 

53 " " 
L= 1，666.0m 

104，526，000 86，612，000 15，454，000 2，460，000 H H Wニ 4.0 

54 " " 
L= 1，091. 7m 

84，664，000 70，164，500 12，099，500 2，400，000 " " w= 4.0 
M 
αコ

酬

明

細

N
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54 農 道 置依 3期 愛媛県

H 農道舗装 第 2置俵 11 

55 H 置俵 2期 H 

H 農 i萱 置依 3期 11 

11 農道舗装 第 2置{表 11 

e 

56 H 置俵 2期 H 

H 農 道 置俵 3m] H 

11 農道舗装 第 2置俵 11 

57 農 道 置俵 3期 11 

58 農道舗装 11 11 

年実施度 工 種 村区名 事主業体

50 農 道 イ土 出 愛媛県

L= 365.0m 
30，158，000 24，993，500 4，309，500 855，000 久保金松w=  4.0 

( L= 620.0) 111 11，529，000 8，374，525 2，828，475 326，000 協東和道路
進

( L = 2，537. 0) m 60，420，000 50，065，000 10，355，000 。 11 H 

Lニ 426.0m 
57，240，000 47，430，000 ~， 810 ， 000 。久保金松w=  4.0 

( L = 1，227.0) 111 26，467，000 19，225，250 6，491，750 750，000 協束和道路
進

(Lニ 1，090.9)m 37，100，000 30，741，500 6，358，500 。 H 11 

L=  315.0m 57，240，000 47，430，000 9，810，000 。永井 勝

(L= 807.0) 111 30，429，000 22; 104，250 7，463，750 861，000 協東和道路
進

((上山留層路ブ盤ロ工ッ)ク) 58，830，000 48，747，500 10，082，500 。協永和井道路東勝進

(L= 1，106.0)m 17，490，000 14，492，500 2，997，500 。協東和道路
進

L= 7，865.0m 767，250，000 628，881，608 125，875，862 12，492，530 
w=  4.0 

県常仕出過疎基幹農道整備事業

事業費 内訳

事業量 総事業費 請負業者

国県補助金 村 費 地元負担金

円 円 円 円
橋台 2基 14，630，000 14，630，000 西山広元

吋4

αコ



事民

51 農 道 {士 出 愛媛県 橋脚 2基 40，810，000 40，810，000 西山広元

L= 99.0m 
52 11 11 11 (内橋76.0) 59，996，000 59，996，000 H H 

w= 5.0 

53 H 11 11 
L= 283.6m 

69，908，000 69，908，000 11 11 w= 5.0 

54 H 11 11 
L= 281.6m 

63，508，000 63，508，000 11 11 w= 5.0 

55 11 H 11 
L= 384.4m 

58，222，000 58，222，000 H 11 W 5.0 

56 11 H 11 
L= 240.0m 

58，311 ，000 58，311 ，000 中間 I~圭w= 5.0 

H H 仕出 2期 H 
L= 346.7m 

37，183，000 37，183，000 西中 岡山 広 隆元w= 5.0 

L= 47.1m 57 H イ士 出 " Wニ 5.0 22，074，000 22，074，000 中岡 隆

11 " 仕出 2期 " 
L= 239.6m 

50，942，000 50，942，000 中 岡山 |径
W 5.0 西 広元

58 農道舗装 仕 出 (L= 773.0) m 24，406，000 24，406，000 金西亀建山設正 志" 
11 農 道 仕出 2期 11 

L= 557.3m 
53，062，000 53，062，000 中間 r;差w= 5.0 

メロ入 E十 553，052，000 553，052，000 

酬

明

細

N

総 Lf) 

αコ



実年施度 工 種 地 区名 事主業体

49 露ケ谷 愛媛県

" ヤナギソ " 

" 本 Ml H 

" 内 分 " 

50 ヤナギソ " 

" 本 組 " 

" 
司日f2干・ .).ノー λLρ I H 

H 内 分 H 

51 ヤナキ、ソ " 

" オミ 主且 " 
" 

II寺区f守よjー・ λtバr‘ 

" 

" 内 分 " 

耕地地すべり防止対策事業

事業費 内 訳

事業量 総事業費
国県補助金 干す 1~ 地元負担金

排水路
11，252，000 11，252，000 Lニ 341.3m 

床排水固工ボーリン1ケグ所 16，040，000 16，040，000 
1ケ所

承水路及ぴ床固
13，556，000 13，556，000 

工

ボーリング工外 8，342，000 8，342，000 

床固工及び排水ボ 28，836，000 28，836，000 
ーリン グ

床承 水固
工

20，370，000 20，370，000 E各

承 相1: 路 12，748，000 12，748，000 

相ド 路 16，090，000 16，090，000 

排集水yボkー Hリ音ン渠グ 16，960，000 16，960，000 

床 固 工 28，258，000 28，258，000 

相ド 7]( 路 工 13，768，000 13，768，000 

H 14，826，000 14，826，000 

請負業者

西岡広明

判高i 町山' 金次杭郎

中田忠男

神野金次郎

高阿 部山 治 猛郎

前 川 向武

西永 野山 福広 寺元

西岡広明

平柳 幸次郎

神久 保野 金金次松郎

西山広元

西岡広明

平高 柳山 幸次麓郎

(.0 

∞ 



52 I |ヤナギソ|愛媛県|床 回 工 19，386，000 19，386，000 沼田健男

露ヶ谷 | 1/ |排
承

yyjjt t 路路 19，716，000 19，716，000 西岡広明

内 分 I 11 24，062，000 24，062，000 高久 保山 金 松猛

53 I |露ヶ谷 集床
7]( II音 渠

23，298，000 西岡広明H 
回 工 23，298，000

11 I l内 分 11 床 回 工 32，836，000 

本組第 2 H 13，134，000 13，134，000 

54 I |露 ヶ谷 11 29，020，000 29，020，000 西岡広明

内 分| /1 |承排水ボ水ーリン路グ 24，360，000 24，360，000 天阿 野部 輝治 雄郎

本組第 2 I 11 | 床排 水固
工

24，888，000 24，888，000 平柳 幸次郎路

55 I |内 分| H |排集水水ボー Hリi5ン渠グ 23，294，000 23，294，000 小天 野谷 輝 雄誼

事長 i本組第 2
排水路

33，136，000 3~.， 136，000 平渡 柳辺 幸謹次郎
排水ボーリンク

~it 7λ~ 床回工
26，472，000 26，472，000 西荒 谷岡 広寿 一明

蝋
排 水 ボ ー リング

4時 56 集 7.1<. 
H 

n昔 渠
8，050，000 8，050，000 小西 谷岡 広 誼明

C'¥I 

総
|内

分 15，782，000 15，782，000 西高 橋岡 保広三明郎 I な叩



56 |本組第 2 愛媛県 床 回 工

" 
57 司lIi令F ソ，-)ロfr H 相1: 71( ~& 

本組第 2 " 床 国 工

大川上組 " 排 水 ボ ー リ ン グ

58 本組第 2 " 持1末l' 水|司
路
工

大川上組 " 
排 水 ボ ー リ ン グ

筒 城 " 調 査 ボ ー リ ン グ

50，312，000 50，312，000 

7，650，000 7，650，000 

50，918，000 50，918，000 

10，608，000 10，608，000 

27，000，000 27，000，000 

16，000，000 16，000，000 

9，000，000 9，000，000 

天尾 崎野 輝克 雄幸 l 

西荒 谷岡 広孝 明

天野輝雄

背 武夫

天野輝雄

西背 岡 広武 夫明

森 博

αコ
日コ



第
三
章

林

業

第
一
節

林
業
の
概
要

山
林
所
有
の
概
況

森
林
面
積
の
内
、
別
表
の
よ
う
に
私
有
林
が
八
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

国
有
林
が
八

・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
公
有
林
が
四
・

五
パ

1
セ

ン
ト
で
あ
る
本
村
に
は
、
共
有
の
形
で
登
記
さ
れ
て
い
る
林
野
が
か
な
り
あ
っ
た
が
、
新
谷
元
村
長
、
天
野
現
村
長
の
熱
意
に
よ
り
、

入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化
助
長
に
関
す
る
法
律

(昭
和
四

一
年
七
月
九
日
法
律
二
一
六
号
)
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
、
個
人

所
有
林
と
な

っ
た
。
旧
仕
七
川
、

東
川
地
区
昭
和
四
八
年
十
二
月
七
日
に
決
定
し
、
第
一

回
分
、
昭
和
五
三
年
四
月
登
記
三
三
九
筆
、

関
係
人
一
三
二
名
、

面
積
三
一

七
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

第
二
回
、

五
四
年
八
月
登
記
三
六
二
筆
、
関
係
人
一
五
二
名
、

面
積
三
五

0
・

業

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
高
山
地
区
五
四
年
三
月
決
定
、
五
七
年
九
月
登
記
三
二
一

筆
、
関
係
人
六
五
名
、
面
積

一
O
九
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
東
古

味
地
区
五
七
年
四
月
決
定
、
五
九
年
九
月
完
了
、

一
六
八
筆
、
関
係
人
六
二
名
、
面
積
四
八
・
三
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
共
有
地
か
ら
単
有
地

林

と
な
っ
た
こ
と
は
、
関
係
者
に
と
っ
て
長
い
間
の
望
み
が
現
実
化
し
、

一
大
福
音
を
も
た
ら
し
た
。

第 3章

こ
の
入
会
林
野
の
整
備
に
関
係
し
た
各
位
の
努
力
を
多
と
し
た
い
。

森
林
の
所
有
構
造
は
次
表
の
と
お
り
、
林
家
が
大
部
分
を
占
め
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
二

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
小
規
模
所
有
者
で
あ

'89 



保
有
形
態
別
森
林
面

'積
及
び
蓄
積

区

-十

Aγ
4
必
什
・計計 分

1L 

保
有
形
態
別

合| 私 有 林 | 公 有 林|国

有

都
道
府
県
有
林

市

町

村

有

林

財

産

区

有

林

そ会個
社
社

の
寺
有

他林人

工

一

積

一

蓄

一

面

金

一

一

九

一

、
一

三

二
七
五
一

六六
、
(〕一

z
-

一九四
一

一一一回
、九
六
二

四
六
九
一

一
c
c、
九
九
八一

八
、
一
文
七
一
一

、
ニ
一
言
、
一
主
主
一

三
七
四
一
六
六
、
(〕一主
一

八

五

一
一一

、一
一九六
、
歪

一
。
、
一完一

一
一、四八八、九一一一

人

ふ
仇
-

J
K
4
・

天

積

~I~I 三員|旦| 豆天 I~ I fjf I然

蓄
木

積
一
面

一
、
八
九
七
一

=一
、
四
0
0
一

一、
九
二
回
一

六
、
豆一一四一

七
五
、
一主一

一

玉
、
四
C
C
一

七八
、
セ五一

八六
、
h
f
一

(
単
位
面
積
ヘ
ク
タ
ー
ル

蓄
積
立
方
メ
ー
ト
ル
〉

lL計

百|伐
思|跡|無

三 |旦 | 四 1_1 1 ~ 1~1_l!!L1 ~ 
面|木未|出

'刷
出

自

1
t
r

十
本

E
q
a

川，

積

面 | 竹

1_<2_1_竺-1竺
面|主

主=zEl言:lilfi;
90 

人

面

営
林
署
及
び
地
域
森
林
計
画
の
資
料
に
よ
る
。

工

士巾
・

4
b
q
 

て'{;7

9'込-"'" ノ、、ノ1
4ゴーt.-

ノ丸
寸3・

7" ノl
プてノl

-̂-
~・

F、、.

--b" 

り
、
保
続
的
な
計
画
施
業
や
自
力
で
の
経
営
近
代
化
を
図
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
今
後
は
、

森
林
組
合
を
中
心
に
経
営
の
委

託
施
業
の
集
団
化、

組
織
化
を
更
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。



保
有
形
態
別

民
有
林
の
齢
級
別
面
積全

級

別

私ム
ロ

有

-十本，EqE
 

引
削

備

考

-1
一一

齢
級
一一了

間齢
…紘
一
?
六
齢
級
一了

八齢~紘
一?
一
戸帥級
一一一
j
rt
級一二一一

l
脳
級

E
齢
級

以
一
合

有

林

一

人

工

林

一

二

ニ

八

一

三

一

一丈
一

一五一

三

一

一

(畑
道
府
県
有
林
を
除
)
官

凶

L
L
L
L
ト

ト
L

一

一

計

一

二

一

言一

一二
一

四

一

三

一六一

一一
一

一

ニ

一
人

工

林

一

夫

O

一

=一
二
三
一
午
、八四
豆

一、
0
2一

二
四
八
一
九
二
一

芸
一

一四一

一
天
然
林
一
巴
一
一

一九七
一

回二四
一

ニC
一三

一三
一

四

八一

一六
一

八一

一

計

一

三
一
三
一
一
一
円
一
一
六
回
一

一、一
一

三

一

三

一

一四
c
一
全
一
一
一
三
一

一
人

工

林

一

交

一

-、
一望
一

ゴ一
、
室。
一

一、
C

望
一

三五
一

九
四
一
二
七
一
一
四
一

一
天

然

林

一

四二

一九九
一

望。
一

一一O
八

一

三

三

四

八

一

二
一

九
一

一

一
六
一
一
三
一
四
一
四
、一三
一

二
一一
五
一一

一三

一

一回

一

九

一

=

一

一

地
域
森
林
計
画
の
資
料
に
よ
る
。

業

第
二
節

森

林

組

合

組
合
の
歩
み

Cコ
/u  

八
一
%
一

-ド
恥

P
4
4
 

第 3章

八、九三
一

ム

一
ヒ
ノ
キ

一、(〕五九一

一
九
%

亡コ、
亡コ

亡コ

九、
一六五

一、(〕七回

一O
、二三九

森
林
生
産
は
、
育
林
生
産
と
、
そ
の
結
果
の
果
実
採
取
と
が
あ
り
、
造
林
林
産
事
業
を
中
心
と
し
た
、
集
中
的
経
済
活
動
を
通
じ
安

91 

定
的
労
働
力
の
確
保
と、

林
産
物
生
産
を
図
り
、
住
民

一
体
と
な
っ
て
美
川
村
の
発
展
と
、
森
林
の
蓄
積
を
増
大
さ
せ
、
地
域
住
民
の



(単位:事業体数〉

区 分|霊 i。叫45411-fl中。十5 hal10hal20hal30ha'50hal 100hal 500h 以上

林 家 240 403 276 149 321 12 3 1 

工よ広』 社 2 4 2 4 2 3 1 

社 一T←f 3 9 4 1 l 1 1 

jノj、二 同 53 20 25 5 2 1 

各組 種 団体合 。
慣行共有 3 1 1 

財産区 3 3 

市町村 1 l 

地体方の公組共合団 1 1 

言十 |山|判μ2¥2付吋 35¥15¥ 

森林所有構造

福
利
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
、
最
大
の
目
的
と
し
て
、
歩
ま
な
け

92 

れ
ば
な
ら
な
い
。

昭
和
玉

0
年
度
か
ら
発
足
し
た
、
新
生
森
林
組
合
十

ヶ

年

運

動

が
、
系
統

一
丸
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
、

そ
の
実
施
計
画
、

基
本
方
針

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

① 

経
済
事
業
の
拡
充
強
化
、
②

組
合
協
業
の
推
進
、
③

執

行
体
制
の
確
立
と
、
人
材
の
養
成
確
保
、
④

出
資
の
増
強
、
⑤

青
年
部
等
組
合
員
組
織
の
育
成
強
化
、
⑥

森
林
組
合
作
業
班
の
拡

充
強
化
と
雇
用
安
定
、

⑦

松
く
い
虫
被
害
木
の
適
切
な
る
処
理

と
、
早
期
跡
地
造
林
の
推
進
、

③

森
林
共
済
契
約
の
拡
充
、
以
上

の
諸
点
に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
で
き
得
る
限
り
対
応
し
実
績
を
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
五

一
年
度
か
ら
中
核
林
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
、
美
川
村

森林組合

が
指
定
を
受
け
、

四
か
年
間
の
除
間
伐
を
組
合
事
業
主

体

で

実

施

し
、
予
定
の
事
業
を
完
了
し
た
。

資料

森
林
法
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
き
た
組
合
も
、

全
国
的
要
望
の

も
と
、
昭
和
五
三
年

一
O
月
二
日
施
行
の
森
林
組
合
法
に
改
正
さ



森
林
組
合
役
員
名
簿

業

昭
和
四
九
年
二
月

F

五
二
年
二
月

職

名

氏

林第 3章

組
合
長理

事

副
組
合
長

理
事

理

事

監

u u u u u u u u u u U U U u U 

八
日

i

七
日
就
任名

事

崎岡本上 上口上堀岐野野 居林岡岡 内

義米清勇福 宮鶴俊松博 豊 武慶
太

広 吉隆美重貢雄男彦郎|盗 登 茂寛男雄剛男

村

上

清

西菅 川 片橋団団 坂 猪 大 土 天 中 土 岡 片 正 山

村

昭
和
五
二
年
二
月

H

五
五
年
二
月

職

名

氏

章

理副組
組合

理合理長
事事長事

監

u u u u U U U U U U U U U u u 

事

キす

上
八
日
i

七
日
就
任名

清勇博豊照良

章

昭
和
五
五
年
二
月

F

五
八
年
二
月

職

名

氏

理副組
組合

理合理長
事事員事

監

u u u u u u u u u u U u u u u 

事

菅谷 川 藤中 国吉西木坂西平中 山岡水正山

原崎坂久上岡山下本本柳野村林本岡内

通 久素 修豊治武 一

村

八
日
i

七
日
就
任名

上

清

章

米 元 清友保

吉郎隆 一 登貢燕昇敬行集 一 茂 夫男美剛 男

昭
和
五
八
年
二
月
二
八
日
就
任

現
在
に
至
る

職

名

氏

組
合
長理

事

理

事

監

片土中橋中団猪木西大 八 平 川山 岡水 正山

j岡岐野本 川 上上下 山 堀幡柳崎村林本岡内

俊久 松竹修清治武 一
太

美隆茂夫夫貢彦敬昇郎敏 一 隆夫男美剛男

u u u u u u u u u u u u u u u u 

事

村-

上

西中高坂田猪高木坂泉平伊西城岡水田 川

柳藤村 山林本中 崎本野木本上 上 木下本

豊秀俊 俊 久 素 弘 修 博 武 益 武 一一 清 清-

章|名

93 
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れ
、
農
協
、
漁
協
と
同
等
の
協
同
組
合
と
な
り
、
画
期
的
な
法
改
正
に
よ
り
、
諸
事
業
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

94-

五
五
年
美
川
村
が
、
林
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
認
定
を
受
け
林
業
振
興
の
基
盤
と
な
っ
た
。

五
六
年
間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業
の
指
定
を
村
が
受
け
、

五
か
年
で
五

O
O町
歩
の
間
伐
事
業
を
組
合
事
業
主
体
で
実

施

中

で

あ

る。

美
川
村
森
林
組
合
現
況

行

村
上
清
与主

へO
ク
タ
l八

ノレ主

とと四
ムスヨナ。
メ

ト公
ノレ王

|組
| メ斗

一一 l 口

r-."員
名ど | 数

九

一
二
四
、

事L

者

名

経
営
面
積

森

1ホ

去田

積

払

込

済

出

資

金O 
~O 
UO 
監理 | 仇
事事ー| 況

一九|員
三六名| 料

名名 | 捗

女男 | 職
二四六|員
名名名|数

第
三
節

組
合
の
事
業

竺正と
iロ

林

美
川
村
の
林
業
関
係
者
は
、
造
林
が
極
端
に
下
降
線
を
た
ど
る
中
で
、
営
々
と
造
林
を
続
け
森
林
を
守
り
育
て
て
き
た
。

こ
の
結
果
、

八
七
パ

ー
セ
ン
ト
に
も
達
す
る
人
工
林
率
と
な
っ
た
が
、
そ
の
多
く
が
ま
だ
三

O
年
生
以
下
の
若
齢
林
で
占
め
ら
れ
て

お
り
、
最
も
経
費
の

必
要
な
投
資
段
階
に
あ
る
。
い
ま
、
林
業
は
外
材
の
輸
入
、
木
材
需
要
の
極
度
の
不
振
に
木
材
価
格
が
低
落
し、



そ
の
反
動
が
林
業
所
得
の
激
減
、
諸
経
費
の
増
騰
と
併
せ
、
林
家
の
意
欲
は
減
退
し
、
造
林
の
低
下
、
保
育
、
間
伐
の
遅
れ
と
な
っ

て
、
森
林
経
営
の
不
振
、
森
林
の
荒
廃
と
い
っ
た
山
村
地
域
の
維
持
を
図
る
う
え
で
も
憂
慮
す
べ
き
重
大
な
時
期
に
直
面
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
難
局
に
当
た
り
、
村
と
組
合
が
一
体
と
な
っ
て
国
の
林
業
施
策
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
取
り
入
れ
、
林
業
の
活
性
化
と
、
山
林

地
域
の
資
源
の
維
持
造
成
を
図
る
こ
と
が
最
も
緊
急
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。

年
度
別
補
助
造
林
面
積
一
覧
表

組
合
が
取
り
扱
っ
た
人
工
造
林
の
実
績
は
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

業

計五五五五五五五五。五四 年度
八七六五四三二一 九

一 面一

二一一五六五三一九二一三八 O四二三 O四
-・・・・・ー・・・. 人
八一一一八二二五 三 一二
六四一三三一一一一四七 積
ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha ha 

工

一一
八一 一二一四四四四三 補、、

八六 七六 八一 0二六 O0六八 三四 O四五一一 三四 九九四

助 1、丘旦二

五六 O 八 五 三 五九

金林

八五 OO八四八七三九 O三一三八三二八六四八九九円 八七 額
六八二一六五三七
円円円円円円円円円 円

十
A
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R
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第 3章

木

材

現
在
、
林
業
は
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
と
一
-
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
わ
れ

る
。
こ
れ
は
、
全
国
森
林
組
合
の
実
績
で
あ
る
。
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
と

は
民
有
林
の
人
工
林
面
積
、

一
一
パ
ー
セ
ン
ト
は
林
産
事
業
で
、
林
家

の
共
販
を
含
め
て
も
、

一
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
シ
ェ
ア
ー
で
あ
り
、
新

植
、
保
育
な
ど
の
造
林
事
業
は
胸
を
張
れ
る
が
、
木
材
の
生
産
、
販

売
、
取
扱
い
は
遺
憾
な
が
ら
木
材
業
界
に
水
を
開
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
本
村
に
お
い
て
は
、
こ
の
一

0
年
間
毎
年
取
扱
量
が
上
昇

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

種
々
原
因
は
あ
る
が
、
そ
の
四
、
五
例
を

は
い
づ
み

郡
内
に
強
力
な
市
場
が
あ
り
、
適
正
な
樋
積
に
よ
る

上
げ
る
と
、
付

所
得
の
向
上
と
な
っ
た
こ
と
。
州
w

95 

製
材
業
者
の
分
業
化
に
よ
り
、
山



木材取扱量実績量推移

組合取扱量| 国 有 林 等 請 負 生 産事業

~I: 
年度

3，045 

2， 957m3 

3，079 

2，525 

4，171 

3，606 51 

1，437 

3，867 

3，971 

3， 154 4，621 

5，271 

54 

2，114 55 

3，632 7，345 

8， 156 

56 

3，717 ウ

i
n
δ

Fh
U

F

h
u
 

3，623 7，808 

了一 30， 554 

元
立
木
買
い
か
ら
市
場
取
引
と
な
っ
た
た
め
、
素
材
業
者
が
減
少
し
た
こ
と
。

96 

49 

50 

52 

53 

伝〉

林
道
網
の
開
設
と
、

機
械
化
が
進
み
、
生
産
事
業
が
活
発
と

な

っ
た
こ

と
。
帥

役
職
員
が
一
体
と
な
り
、
林
家
と
の
話
合
い
を
続
け
、
協
同
組
合
の

理
念
に
基
づ
き
、
共
販
の
推
進
に
対
し
、
組
合
員
の
協
力
が
得
ら
れ
た
こ
と
。

ω 
村
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
国
の
諸
制
度
の
導
入
と
併
せ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
に
補
助
金
を
配
慮
し
た
こ
と
、

な
ど
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し、

50，681 

前
表
の
よ
う
な
実
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
は
し
だ
い
に
伐
期
に
入
り
、
十
数
年
も
す
れ
ば
国
産
材
時
代
が
到
来
す

る。

そ
の
た
め
に
も
木
材
取
扱
い
が
真
剣
で
な
け
れ
ば
森
林
組
合
の
存
在
意
義

が
な
く
な
る
。
組
合
員
各
位
の
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
真
の
課
題

は
、
組
織
の
強
化
の
一

点
に
尽
き
る
と
思
う
。

ら
下
請
で
あ
り
、
直
接
受
注
を
要
望
し
て
い
た
が
、

昭
和
四
九
年
度
か
ら
、

直
接
受
注
で
き
る
こ
と
と
な
り
、

毎
年
量
に
変
化
は
あ
る

ま
た
、
組
合
経
営
の
強
化
を
図
る
た
め
、
国
有
林
請
負
生
産
事
業
が
従
来
か

が
、
と
き
に
は
間
伐
材
の
買
取
り
な
ど
も
あ
り
、
松
山
営
林
署
の
配
慮
を
い
た
だ
き
、
着
実
に
事
業
を
消
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
取

扱
実
績
は
前
。
へ

l
ジ
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

し
い
た
け

・
木
炭



し
い
た
け
生
産
は
、
複
合
経
営
の
一
環
と
し
て
、

農
林
家
に
と
っ
て
大
き
な
収
入
源
で
あ
る
が
、
生
産
量
は
横
ば
い
状
態
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
原
木
不
足
、
後
継
者
難
に
加
え
生
産
者
の
老
齢
化
、
価
格
の
不
安
定
な
ど
が
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
昭
和
五
五
年
に
は
大
量
発
生
の
た
め
価
格
低
迷
を
来
し
、

五
六
年
の
植
菌
が
極
端
に
落
ち
込
ん
だ
た
め
、

五
七
年
、

五
八
年

は
、
生
産
量
の
激
減
を
見
た
。
組
合
も
四
九
年
度
か
ら
特
に
力
を
入
れ
、
原
木
の
斡
旋
や
、
村
外
研
修
を
行
い
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

業林第 3章

で
あ
る
が
、
伸
び
悩
み
の
状
態
で
あ
る
。

美川村椎茸生産量推移

年度|全村生産量(帥 )¥組合取扱 量 |備考

49 9，877 8，230 

50 10，380 8，650 

51 11，896 9， 913 

52 10，718 9，249 

53 12，082 10，069 

54 10，807 9，459 

55 13，368 11，234 

56 15，943 13，373 

57 8，222 6，912 

58 7， 328 5，863 

9同 2 ¥ 

原
木
の
面
か
ら
見
て
も
、
く
ぬ
ぎ
林
約
五
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
、

約
二
六

O
O立

万
メ
ー
ト
ル
、
雑
木
約
一

0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
約
七
三

O
O立
万
メ
ー
ト

ル、

雑
木
林
の
中
の
な
ら
な
ど
、
し
い
た
け
原
木
は
、
搬
出
し
て
も
、
採
算
の

合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
、
今
後
の
課
題
は
、
価
格
の
安
定
、
原
木
対
策
で
あ

る。
幸
い
に
も
、
村
長
の
配
慮
に
よ
り
五
八
年
度
か
ら
、

当
分
の
間
く
ぬ
ぎ
苗
に

つ
い
て
、

補
助
金
が
つ
き
、
原
木
林
造
成
者
に
と
っ
て
は
、
朗
報
で
あ
り
将
来

の
原
木
対
策
と
し
て
継
続
を
望
み
た
い
。

木
炭
生
産
に

つ
い
て

は
、
急
速
に
落
ち
込
み
販
売
用
は
皆
無
と
い
っ
て

よ

く
、
現
在
は
、
自
家
使
用
程
度
と
い
う
現
況
で
あ
る
。

97 



年度別保育事業一覧表

保 育 (除間伐〉 事 業

積| 補 助 金

52 1，991，662円

53 55. 15 2，123，049 

54 95.09 3，988，139 

55 35.22 1，268，297 

9，371，147 

四

保

育

事

業

98 

て
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、

昭
和
五
一
年
に
美
川
村
も
、
中
核
林
業
振
興
地
域
育
成
特
別
対
策
事
業
の
指
定
を
受
け
た
。

四
八
年
を
ピ

l
ク
に
林
業
を
め
ぐ
る
環
境
は
極
め
て
厳
し
く
、
木
材
需
要
の
構
造
的
変
化
、
住

宅
産
業
の
進
出
に
対
応
す
る
た
め
、
中
核
林
家
の
育
成
を
図
り
、
経
営
基
盤
の
条
件
整
備
を
し

て、

計
画
的
な
団
地
施
業
を
行
い
、
優
良
材
良
質
材
の
生
産
と
販
売
を
有
利
に
す
る
目
的
の
も

と、

事
業
主
体
森
林
組
合
で
、
団
地
数
二
二
か
所
、
団
地
面
積
八
九
二
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
計
画

に
よ
り
発
足
し
た
。

特
に
除
間
伐
、
枝
打
、
下
刈
な
ど
保
育
管
理
を
必
要
と
す
る
三

O
年
生
以
下
の
森
林
面
積

は
、
約
八
五
パ

ー
セ
ン

ト
に
も
の
ぼ
っ
て
お
り
、
森
林
は
適
正
な
保
育
管
理
の
手
を
加
え
て
こ

そ、

経
済
的
、
公
採
的
価
値
が
高
ま
る
。
豊
富
な
資
源
で
あ
る
森
林
を
高
度
に
活
用
す
る
こ
と

な
く
し
て
山
村
の
振
興
も
あ
り
得
ず
、
森
林
の
適
正
な
整
備
は
、
緑
資
源
の
維
持
培
養
に
と
っ

こ
の
地
域
に
お
け
る
林
業
労
働
力
の
活
用
を
図
り
、
安
定
的
な
就
業
の
場
を
確
保
す
る
観
点
か
ら

も
、
過
疎
化
の
激
し
い
山
村
で
の
林
業
振
興
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
か
年
間
次
表
の
よ
う
な
除
間
伐
事
業
を
行
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
中
核
林
振
事
業
に
よ
っ
て
、

玉

伐

間



美
川
村
の
森
林
の
大
半
が
間
伐
を
必
要
と
す
る
林
分
で
あ
る
が
、
過
疎
化
の
進
行
、

諸
経
費
の
高
騰
、
労
働
力
の
高
齢
化
な
ど
諸
情

勢
が
ま
す
ま
す
悪
化
し
て
お
り
、

間
伐
は
緊
急
を
要
し
て
い
る
。

間
伐
材
は
、
そ
の
性
格
か
ら
零
細
性
、
分
散
性
の
宿
命
を
負

っ
て
お
り、

組
合
が
中
心
と
な
っ

て
計
画
的
施
世
一木
の
実
施
、
作
業
路
の

開
設
な
ど
に
よ
り
生
産
性
の
効
率
化
を
図
る
と
同
時
に
、
生
産
か
ら
加
工
に
至
る
総
合
的
な
、
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
課
題
で
も
あ

業林:第 3章

る。
年度別集団間伐一覧表

集 団 間 伐

年度 | 面 す市 助 金

56 100ha 
(国県〉 円(村〉 円

5，490，000 1 1，804，658 

57 90 4， 941， 000 1，295，760 

58 90 4，941，000 1，410，273 

5十 280 I 15， 372， 000 I 4，510，691 

ま
た
、
間
伐
未
経
験
者
が
多
い
の
で
、
間
伐
に
関
す
る
知
識
、
技
術
の
普
及
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
特
に
林
家
の
労
働
力
は
著
し
く
変
ぼ
う
し
、
投
入
で
き
る
労
働
力
は
極
め
て
乏
し

く
、
間
伐
が
ふ
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
あ
れ
ば
病
害
虫
、
気
象
災
害
も
多
く、

森
林
資
源
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
。
間
伐
を
し
な
く
て
も
量
的
に
差
が
な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
質
的
に
も
、
量
的
に
も
相

当
量
の
聞
き
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た、

し
だ
い
に
成
熟
発
展
し
て
い
く
過
程

を
経
な
が
ら
、
組
合
員
の
経
済
的
地
位
の
向
上
、

福
利
増
進

へ
の
結
び

つ
き
を
図
る
こ
と
が
た
い

せ
つ
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
観
点
か
ら
緊
急
間
伐
林
、

一
六
年
生
か
ら
二
五
年
生
の
林
分
の
間
伐
を
実
行
す
る

た
め
、
間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業
の
指
定
を
村
が
受
け
、
組
合
が
事
業
主
体
と
な
り
指
定
則
着
手

と
い
う
こ
と
で
、

昭
和
五
六
年
度
か
ら
五
か
年
間
、
約
五

O
O町
歩
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
村
に
お
い
て
は
こ
の
事
業
に
対
す
る
事
業
費
の
二
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
補
助
を
継
ぎ
足
し
て
い

七
だ
い
や
~
〈
上
表
参
照
〉
。

99 

ほ
か
に

こ
の
事
業
に
組
み
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
住
民
に
対
し
、

希
望



農林漁業資金借入年度別一覧表

貸 付 金 償 1、&i 金

49 68，250，000円 19，244，000円

50 41. 950， 000 3，661，000 

51 37，450，000 12，129，000 

52 35，050，000 9，315，000 

53 12，000，000 16，126，000 

54 7，500，000 26，839，000 

55 2，000，000 20，911，000 

56 2，100，000 12，958，000 

57 8，200，000 12，239，000 

58 32，000，000 32，144，000 

24払川00 I 165，566，000 

上記の内農林中央金庫資金は， 4，360万円であるO

に
よ
り
村
単
間
伐
と
し
、

一
町
歩
当
た
り
二
万
円
の
事
業
費
で
、
約
五

O
町

100 

歩
を
行
い
い
ま
継
続
中
で
あ
る
。

」
の
よ
う
な
事
業
の
整
備
は
、
林
業
者
の
経
営
意
欲
の
増
大
、
山
へ
の
愛

情
を
深
め
、
美
川
村
の
林
業
振
興
と
、
地
域
の
活
性
化
が
促
進
で
き
る
も
の

と
大
き
な
期
待
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
組
合
が
推
進
し
た
単
年
度
面

積
は
前
。
へ

l
ジ
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

_r_. 
ノ¥

人
品ム

融

農
林
漁
業
資
金
は
、
他
産
業
と
違
っ
て
、
経
営
基
盤
が
弱
く
、
生
産
面
で

自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
、
不
安
定
で
あ
る
こ
と
、
経
営
が
家
族
労
働
と
小
規

注

模
で
収
益
性
が
低
い
こ
と
、
生
産
物
の
価
格
変
動
が
激
し
い
こ
と
な
ど
に
よ

め
、
低
利
で
長
期
に
使
用
さ
せ
る
目
的
が
あ
る
o

こ
の
資
金
の
機
能
の
一
つ
は
、
伐
採
時
期
の
調
整
に
あ
る
o

弱
齢
林
及
び
高
伐
期
齢

り
金
融
上
不
利
な
点
が
多
い
た
め
に
、

農
林
業
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た

を
目
指
す
森
林
、
木
材
市
況
の
好
転
を
待
っ
て
伐
採
し
よ
う
と
す
る
森
林
を
担
保
と
し
て
、
今
必
要
な
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き

る
利
点
が
あ
り
、
組
合
員
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
反
面
「
あ
の
時
借
り
て
い
な
け
れ
ば
:
:
:
」
と
い
う
人
も
あ
り
、
伐
採
し
こ
れ
だ
け
の

も
の
に
育
て
上
げ
る
こ
と
は
、
現
在
の
情
勢
環
境
か
ら
見
て
無
理
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

最
良
の
必
要
資
金
で
あ
る
。
」
し
か
し
な
が
ら
、

木
材
価
格
が
逐
年
低
下

「労
働
生
産
性
を
高
め
、
長
伐
期
を
目
指
す
と
な
れ
ば
、



す
る
現
況
で
、
昭
和
四
九
年
を
ピ

l
ク
に
減
少
傾
向
と
な
り
、
森
林
組
合
が
扱
っ
た
単
年
度
取
扱
額
は
前
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
四
節

村
と
共
同
の
事
業

ヰ木

道

林
道
は
、
林
業
生
産
力
の
向
上
や
、
木
材
の
安
定
供
給
、
森
林
の
適
正
な
管
理
、
林
業
振
興
上
か
ら
も
基
幹
と
な
る
施
設
で
あ
る
と

同
時
に
地
域
住
民
に
と
っ
て
諸
産
業
の
振
興
と
、
福
祉
の
向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
林
道
の
開
設
は
、
地

域
、
林
業
振
興

へ
の
一

番
の
近
道
と
し
て
住
民
か
ら
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

林
道
開
設
は
地
域
内
の
集
落
、
森
林
生
産
現
場
か
ら
市
場
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
林
業
労
働
力
を
有
効
に
活
用
し
つ
つ
、
機
動

業

性
、
団
地
の
組
織
化
な
ど
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
健
全
な
森
林
管
理
に
よ
る
水
資
源
の
緬
養
、
土
砂
流
出
の
防
止
、
防
風
林
な
ど
公

益
的
機
能
の
発
揮
と
併
せ
、
山
村
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
て
い
る
。

十

Ar

i
k
q
 

ま
た
、

森
林
組
合
の
重
要
な
事
業
で
あ
る
が
、
公
共
林
道
に
つ
い
て
は
昭
和
五
三
年
度
か
ら
国
の
補
助
金
の
関
係
上
、
村
が
事
業
主

第 3章

体
と
な
っ
て
開
設
し
そ
れ
以
後
森
林
組
合
は
県
単
林
道
の
開
設
と
災
害
復
旧
を
行
っ
た
。

101 

こ
の
ほ
か
木
材
生
産
の

コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
る
た
め
、
村
の
理
解
を
得
て
林
内
作
業
路
、
幅
員

一
・
五
メ
ー
ト
ル
前
後
を
昭
和
五

f



森林組合開設林道一覧表(昭和58年度調べ〉

よそ訳|路 線 名|幅|延 長|事業費|地図|摘 要

昭和 m m 千円
52 下の谷 線 3.00 375.0 19， 000 東 川 52.53.54に施行
54 

49 平 井 線 3.00 780.0 11，000 沢渡 49.50.51に施行51 

49 井出口 線 3.00 860.0 21， 500 東 川
49. 50. 51. 52. 53 

53 に施行

49 西 谷 線
4.00 

520.0 14，000 東 川
49.50.52.53に

53 3.00 施行

49 
ナ ト 谷 線 3.60 795.5 34，000 東 川

49.50.52.53.54 
55 55施行

49 水押，イショブ
4.00 2，392.45 95，300 東 川

49. 50. 51. 52. 53 
53 ネ線 に施行

49 イショプネ 線
3.60 

685.7 32，000 東 川
49. 50. 51. 52に

52 4.00 施行

49 イロノトウ 線
4.00 

1，800.0 22，560 有校 49.50.51に施行
51 3.00 

49 田渡の 瀬 線
4.00 

1， 631. 1 92.820 大上黒岩川 49. 50. 51. 52. 54 
54 3.00 に施行

51 馬 の 谷線 3.00 346.0 5，000 大 川

50 中 村 線
4.00 

675.0 33，000 東 川
50. 51. 52. 53. 54 

55 3.00 55に施行

54 
水 口 線 3.00 679.3 21，000 日野浦 54.56.58に施行58 

54 イチノキド 線 3.00 605.0 25，000 黒藤川 54.55.56に施行56 

56 惣津 山 線 3.00 260.0 8， 000 中黒岩

54 
水 口支 線 3.00 605.5 19，000 日野浦 54.55.57に施行57 

56 
起者 滝 線 3.00 443. 5 28，000 東 川 56.57.58に施行58 

57 
上 黒岩線 4.00 208.3 22，000 上黒岩 57. 58に施行

58 

55 
ウルシ 谷 線 3.00 680.0 32， 000 有校

55.56.57.58に
58 施行

11必42.35
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業j本第 3章

〈昭和58年度調べ〉

ぷ:1路 線 名 事 業 費

昭和49 木 新i 3.60m 45.00m 1，022千円

51 イロノトウ 線 3.00 23.00 1，760 

51 " 線 3.00 17.00 930 

51 Eド キナ 線 3.60 18.00 626 

57 イロノトウ 線 3.00 13.00 922 

57 Eド jす 線 3.60 37.00 1.053 

計 6，313 

林道災害復旧事業

林道改良事業

3，600千円m
 

nu 
c
U
 

A
-nu 

n
L
 

線キナEドcu 

戸

h
u

3，600 

年
度
か
ら
、
約
一
万
メ
ー
ト
ル
、
補
助
金
一

O
O万
円
で
開
設
し
、

五
九

年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
倍
の
事
業
を
進
行
中
で
あ
る
。

昭
和
四
九
年
度
か
ら
の
開
設
林
道
及
び
関
連
の
災
害
復
旧
の
実
績
は
上

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

治
山
治
水
事
業

204.60 

昭
和
五
九
年
は
、
台
風
が
一
つ
も
来
な
い
と
い
う
ほ
ん
と
う
に
珍
し
い

年
で
、
災
害
も
少
な
く
よ
い
年
で
あ
っ
た
。

本
事
業
は
、
森
林
を
保
護
し、

更
に
水
源
の

か
ん
養
と
国
土
の
保
全
を

図
る
た
め
の
事
業
で、

毎
年
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、

実
施
さ
れ
る
事
業

の
う
ち
に
、
予
防
治
山
事
業
と、

復
旧
治
山
事
業
と
が
あ
る
。

こ
の
事
業

は
地
元
負
担
金
の
必
要
が
な
く
、

国
費
と、

県
費
と
で
実
施

さ

れ

て

い

る。
ま
た
別
に
県
単
独
治
山
事
業
が
あ

っ
て
、

県
費
補
助
金
三
分
の
こ
で
、

村
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
事
業
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
内
訳

は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

言十
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水口線開設の状況(県単林道〉

横滝線開設の状況(県単林道〉
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第 3章 林 業

治山治水事業(昭和59年度調べ〉

区 名 i童書|事業量|総事業費| 区

，1 49 東川 カラカイ 愛媛県 ha 千円| 高岡 稔
3.97 9，210 復 旧治山

" " マフノ I! 1. 60 4，217 予防治 山 " 
" " 7-、:1]'/タ ニ " 2.47 6，080 I! 中岡亀吉

'1 " " ムロヤ 美川村 0.51 1，980 県単独治 山 高岡 稔

21，487 

50 " 宮ノ上 愛媛県 4.881 12，957 復 旧治山 高岡

" 七鳥 " 3.66 10，616 I! 中岡 隆

" " I! 3.22 9，190 予防治 山 天野 輝雄

" " 美川村 0.60 1，083 県単 独治山 高岡 稔

" " I! 0.35 4，350 " " 
" 有枝 I! 0.13 2，300 " 西岡広明

言十 40，496 

51 東 川 宮 ノ 上 愛媛県 3.99 11，790 復 旧治山 高岡

" " 高山 " 1. 76 6，850 " 中岡 隆

" 黒藤 川元井 谷 " 2.53 8，810 予防治 山 久保 金 松

" 東川 美川村 0.20 2，070 県単独 治山 高 岡 =引(.，1呂K、

" 七鳥 I! 0.10 990 11 中岡 隆

" 大川 " 0.05 636 " 西岡広明

" 黒藤 川 置俵 " 0.05 771 " 久 保金松

" 七鳥 " 0.05 1，500 " 中 岡 隆

33，417 

52 七 鳥長瀬 愛媛県 3.22 11，850 復 旧治山 高岡 稔

" 日野浦ゴーラ " 2.83 8， 730 " 久保 金松

" H ヤマノシタ " 3. 15 8，500 " 平柳 幸次郎

" 七鳥 " 2.23 6，684 " 西山広元

I! 中黒岩 北 表 " 4.92 14，050 " 高 山 猛

" 上黒 岩向ヒ田 " 3.08 15，526 予 防 治 山 " 
" 黒藤 川シンヤ " 8.03 24，674 " 久保金松

" 
F イラズ、シタ

" 1. 41 5，524 I! " 
" 大川 美川村 0.36 3，210 県 単 独治山 井 上 佐ブ同ll: 

" 七鳥 " 0.11 1，560 " 平 柳 幸次郎

" I! I! 1. 57 4，500 " 中岡 隆

計 104，808 
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53 日野浦 愛媛県 0.30 10，165 復 旧治山 愛車媛合県森林組合

fI 七鳥 fI 0.07 6，219 予 防治山 岡隆
fI 黒藤川 I! 0.08 37，312 I! 久保 金 松 l

fI 日野浦 I! 0.02 9，694 I! 平柳 幸次郎

計 63，390 
、

54 中黒岩 愛媛県 0.01 5，686 予防治 山 高 山 猛 t

I! 日野浦 I! 0.02 8，583 I! 平柳 幸次郎!

I! 東川アヲツエ I! 21，754 査地す委べ託 り防止調 日特建設(株〉

言十 36，023 、1 

55 日野浦馬門 愛媛県 0.04 12，101 予 防治山 平柳 幸次郎

I! I! 成河 美川村 3，750 県単 治山 高山 猛

言十 15，851 

56 大川 愛媛県 0.20 14，210 復 旧治山 西 山 広元;
I! 黒藤川 I! 0.20 12，770 I! 天 野輝雄
I! 東川アヲツエ I! 20.0 4，630 地託すべり調査委 日特建 設(株〉

I! 黒藤川 I! 0.80 4，280 I! 大成技 建(株〉

計 35，890 
、

57 黒藤川 愛媛県 0.16 19，005!復 旧 治山 高 山 猛

I! 中黒岩 I! 0.07 9，000 

予地託林設県地す事提単害防ベ業荒 り治調査委山

天野輝雄'

" 東川アヲツエ I! 20.0 6，718 日特 建設 J

I! 七 鳥長瀬 I! 0.03 2，975 廃復独防旧治止施山 高岡 稔

" 有枝 美川村 0.10 3，900 平柳 幸次郎

I! 日野浦 I! 0.10 5， 100 " " 
言十 46，698 

58 黒藤 川 置 俵 愛媛県 o. 16 13，3701復 旧治山 高 山 猛

I! 東川 中畑 I! o. 13 13，658 " 中 岡 隆白

I! 上黒岩遺跡 前 I! 0.05 7，330 予防治 山 西 山 広 元}

" 大 川 影浦 I! 0.02 12，950 I! 天 野輝雄 4

" 沢渡 美川村 2，010 県単 独治山 西 山 広 元l

計 49，318 J 

~ 
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林
地
地
す
べ
り
対
策
事
業

こ
の
林
地
地
す
ベ
り
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
は
林
野
庁
、
県
は
、
松
山
地
方
局
久
万
出
張
所
林
業
課
が
窓
口
と
な
り
、
町
村
長

県
費
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

の
申
請
に
基
づ
き
地
す
ベ
り
地
域
の
指
定
を
行
い
、
専
門
的
調
査
の
も
と
事
業
が
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

事
業
費
に
つ

い
て
は
全
額
国

美
川
村
で
の
昭
和
四
九
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
事
業
は
、
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

業林第 3章

復旧治山事業(置俵〉
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林地地すベり対策事業 (昭和59年度調べ〉

年実施度I叫拙 区
名 |重苦 |事

? 量 | 総事業費 i 請 負 業 者

千円
49 黒藤川 カミゴ 愛媛県 谷止工 7、424 久保金松

7，424 

印 |東川シモムカエ 愛媛県 (フトン篭〉
11，905 高岡 稔隆道工，土留工

11905 

51 1でlウ|門谷止工
稔

7，900 

52 黒藤川ナパレギ 愛媛県 水谷止路工工，床図工 17，350 久保金松

E十 17，350 

54 i T| 寸 |愛叶止工
13制 |久保金松
13，903 

55 中黒岩測ケ上 愛媛県 杭打工 21，510 大成技建(株〉

11 東川 11 集l暗渠水井工工 26，433 内場地下工業(株)

11 黒藤川 置俵 11 水谷止路工工 床11音渠回工工 17，190 久 保金松

65，133 

56 東川 愛媛県 土暗留渠工工，水路工 11，450 高岡 五念

11 黒藤川 11 谷止工 5，900 天野輝雄

11 東川 11 集水井工 16，830 内場地下工業〈株〉

34，180 

57 東川 愛媛県 土暗路渠工留工工，筋併工用水， 15 312 高岡 f会

15.312 

58 東川 アヲツエ 愛媛県 11ン音渠グ工〉 (ボーリ 23，709 大成技建(株〉

言十 23， 709 
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第
五
節

林
業
振
興
事
業

林
業
振
興
地
域
整
備
計
画

美
川
村
林
業
振
興
地
域
整
備
計
画
は
、
昭
和
五
六
年
三
月
三

O
日
に
承
認
を
受
け
、
こ
れ
に
基
づ
き
種
々
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
の
基
本
構
想
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

森
林
施
業
に
関
す
る
事
項

育
林
指
導
に
つ
い
て
は
、

「美
川
村
優
良
材
生
産
指
針
」
を
配
布
し、

林
研
グ
ル

ー
プ
な
ど
を
重
点
的

に
指
導
し
て
い

る
が
、
更
に

い
っ
そ
う
強
力
に
保
育
間
伐
、
枝
打
な
ど
の
施
業
を
推
進
し、

森
林
の
量
的
、
質
的
生
長
を
図
る
こ
と
が

当
面
の
課
題
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
木
材
価
格
な
ど
社
会
的
要
因
に
左
右
さ
れ
て
、
林
業
に
対
す
る
意
欲
の
減
退
が
予
想
さ
れ
る
が
、

今
後
は
農
業
を
中
心
に
他
産
業
に
よ
る
現
金
収
入
を
得
な
が
ら
、
優
良
材
生
産
を
目
標
と
し
た
林
業
技
術
を
向
上
さ
せ
て
、

森
林
資
源

の
付
加
価
値
を
高
め
る
。
ま
た
、
樹
種
別
面
積
配
置
及
び
複
合
経
営
の
中
の
一
作
目
と
し
て
の
し
い
た
け
生
産
維
持
の
面
か
ら
、
あ
る

程
度
天
然
施
業
も
必
要
と
思
わ
れ
る
た
め
、

ク
ヌ
ギ
林
分
及
び
有
用
広
葉
樹
林
分
に

つ
い
て
は
保
護
育
成
に
努
め
る
。

業

総
合
施
業
団
地
の
設
定
に
関
す
る
事
項

団
地
の
設
定
に
あ
っ
て
は
、
林
業
施
業
を
計
画
的
、
組
織
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
た

め
二
五
団
地
を
設
定
し
た
。
施
業
団
地
は
、
地
形
そ
の
他
の
自
然
的
条
件
及
び
林
道
の
開
設
、
そ
の
ほ
か
林
業
基
盤
整
備
の
状
況
か
ら

林

み
て
、

一
団
地
二

O
O
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
五

O
O
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
下
を
基
準
と
し
て
設
定
し
た
が
、

一
団
地
二
二
五

i
四
八
八
へ
ク
タ

第 3章

ー
ル
で
平
均
三
五
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
な
り
、
総
合
施
業
団
地
設
定
率
は
八
五
パ

ー
セ
ン

ト
で
あ
る
。

109 

林
道
・
治
山
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
項

昭
和
五
四
年
度
末
の
林
道
密
度
は
、

一ヘ

ク
タ

ー
ル
当
た
り
、
三

・
七
四

メ
ー
ト

ル



で
あ
る
が
、
本
村
は
集
落
が
山
腹
に
点
在
し
て
い

る
た
め
、
今
後
も
多
目
的
な
林
道

・
作
業
道
の
開
設
を
積
極
的
、
計
画
的
に
推
進
す

110 

る
。
治
山
に
つ
い

て
は
、
構
造
線
を
伴
う
破
砕
帯
も
随
所
に
見
ら
れ
、
危
険
地
帯
が
多
く
、
林
地
の
保
全
は
も
ち
ろ
ん
生
命
財
産
の
保

護
を
目
的
と
し
た
治
山
施
設
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
て
い
る
。

林
産
物
の
生
産
流
通
加
工
に
関
す
る
事
項

木
村
の
林
産
物
の
生
産
は
数
年
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
生
産
流
通
加
工
施
設

も
、
し
い
た
け
乾
燥
機
の
導
入
が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
生
産
費
軽
減
を
目
的
に
、
林
道
の
整
備
と
併
せ
て
搬
出
装
備
の
近
代

化
を
促
進
す
る
。
流
通
段
階
に

つ
い
て

は
、
県
森
連
木
材
市
場
を
主
体
に
出
荷
し、

優
良
材
に
つ
い
て
は
、
国
産
材
加
工
施
設
で
付
加

価
値
を
高
め
、
共
同
販
売
ル
!
ト
に
乗
せ
る
。
ま
た
、
床
柱
製
造
加
工
施
設
を
計
画
し
て
い

る。

林
業
経
営
の
改
善
合
理
化
及
び
担
い
手
育
成
に
関
す
る
事
項

木
村
の
森
林
保
有
戸
数
は
七
三
六
戸
で
あ
る
が
、
林
業
の
み
で
生
計

を
維
持
し
て
い
る
も
の
は
数
戸
で
あ
る
。
今
後
は
農
業
を
中
心
に
、
他
産
業
に
依
存
し
な
が
ら
林
業
経
営
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
が
肝

要
と
思
わ
れ
る
。

農
業
を
含
め
た
林
業
後
継
者
は
現
在
二
三
人
い
る
が
、
現
状
の
ま
ま
で
は
増
加
は
期
待
で
き
な
い
。

し
た
が
っ

て、

林
業
従
事
者
台
帳
を
作
成
し
、
森
林
組
合
作
業
班
を
中
心
に
農
閑
期
の
余
剰
労
働
力
を
利
用
す
る
な
ど
、
労
働
量
の

調
整
を
図
る
。
ま
た
、
森
林
組
合
中
核
作
業
班
確
保
対
策
事
業
を
充
実
さ
せ
、
後
継
者
の
確
保
に
努
め
る
ほ
か
、
林
研
グ
ル

ー
プ
を
中

心
に
協
業
体
制
を
整
え
る
。

林
業
構
造
改
善
関
連
整
備
緊
急
対
策
事
業

五
一
年
で
終
了
し
た
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
の
補
完
事
業
と
し
て
五
二
年
の
単
年
度
事
業
と
し
て
、

総
額
三
五
二
二
万
四

0
0

O
円
で
実
施
し
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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林業構造改善関連整備緊急対策事業

実施年度

事業区分
事業 事業 施工 工種又は

構格規造規
事業量 総(~事15業十費円) | 文は

種目 主体名 箇所名 施設区分 模

施地落備域設環境整集
拠設設点施置の美川村美日 川野村浦

研用修建集物会[鉄2階骨建[1棟吋[ 96m2[10， 550， 000 

用研修備集会品[ [ [1式λ 674，000 

|山 川00
52 

産協の事基整業盤業生備 美東Wイ=グ川4イ.0村川線m 美川村 林 道
1路254.5 24，000，000 
線 立l

|制00.000

総事業費 | [ 35，224，000 

新林業構造改善促進対策実験事業

の
進
業

業協
促
事

d
性

ph
d
 

事業費

総事業費

ハU
A

U

n

u

n

u

 

n

u

n

U

 

円

L

n

u

n

u

n

U

 

Q

u

n

U

 

円

i

司

t

つU
Q

d

111 



地
域
集
落
環
境
施
設
整
備

112 

林
業
に
関
す
る
研
修
活
動
の
活
発
化
と
林
業
者
の
保
養
を
目
的
と
し
た
拠
点
施
設
の
設
置

協
業
生
産
基
盤
整
備

第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
で
開
設
途
上
に
あ
る
林
道
イ
グ
イ
線
を
延
長

新
林
業
構
造
改
善
促
進
対
策
実
験
事
業

こ
の
事
業
は
、
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
な
ど
の
終
了
に
よ
り
、
次
期
林
業
構
造
改
善
を
進
め
る
た
め
の
移
行
措
置
と
し
て
、

五

四
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
て
、
総
額
九
七

O
O
万
円
で
実
験
的
に
行
わ
れ
た
事
業
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

作
業
道
整
備

簡
易
作
業
道
開
設
を
目
的
に
、
パ

ッ
ク
ホ

l

一
台
、
こ
れ
を
格
納
す
る
保
管
倉
庫
を
整
備

協
業
生
産
基
盤
整
備

黒
藤
川
長
崎
地
区
に
、
林
道
長
崎
線
二
四
六

0
メ
ー
ト
ル
を
開
設

四

間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業

本
村
に
お
け
る
森
林
面
積
一
万

一
九
二
八
ヘ

ク
タ

ー
ル
(総
土
地
面
積
の
八
八

・
三
パ

ー
セ

ン
ト
)
の
う
ち
、
民
有
林
面
積

一
万
八
六

五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
民
有
林
の
樹
林
地
一
万
三
二
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
人
工
林
が
八
九
七
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
、
人
工
林

率
は
八
七
パ

ー
セ
ン
ト
と
高
い
比
率
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
人
工
林
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
後
植
林
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
大
半
が
現
在
間
伐
を
必
要
と
す
る
林
齢
に
達
し
て
い

る。

し
か
し
な
が
ら
、
間
伐
の
実
行
状
況
は
近
年
の
木
材
不
況
に
加
え
、
諸
経
費
の
高
騰
、
生
産
基
盤
整
備
の
立
ち
後
れ
、
過
疎
化
、
高
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間伐促進総合対策事業

実施年度|工 種|地区名 |事業主体 | 事 業 量 | 総事業費 | 

56 集団間伐実施事業 梨の下他 森林組合 100ha 9， 160 
15団地

" 集備事団業間伐基盤等整 大 ) I1 美 川村 L =500m 5，000 

57 集団間伐実施事業 ヒヤマ他 森林組合 90ha 8，244 
14団地

" 集備事団業間伐基盤等整 大 JlI 美 )11村 L =550m 5，600 

58 集団間伐実施事業 銅山他 森林組合 90ha 8，244 
14団地

59 " フユコ シ他 " 130ha 11，908 
13団地

" 集備事団業関伐基盤等整 黒藤 川 美 川 村 L =640m 6，000 

54， 156 

齢
化
の
進
行
な
ど
、
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
極
め
て
厳
し
い
も

の
が
あ
り
、
更
に
は
間
伐
を
実
施
す
べ
き
森
林
が
分
散
し
、
生
産

コ
ス
ト
が
割
高
で
あ
る
こ
と
、

間
伐
材
の
流
通
加
工
体
制
の
未
整

備
な
ど
か
ら
林
業
生
産
活
動
の
停
滞
を
来
し
、
健
全
な
山
村
地
域

社
会
の
維
持
形
成
な
ど
の
面
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
憂

集団間伐 〈日野浦〉

113 



慮
さ
れ
る
事
態
に
至

っ
て
い
る
。

間
伐
促
進
総
合
対
策
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
情
勢
に
対
処
し
て
、
地
域
の
実
態
に
即
し
た
集
団
的
な
間
伐
を
組
織
的
か
つ
計
画
的

114 

に
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
六
年
度
か
ら
昭
和
六

0
年
度
ま
で
の
五
年
間
に
わ
た
り
実
施
す
る
こ
と
と
し
、

要
綱
が
制

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
木
村
に
お
い
て
も
五
年
間
の
集
団
関
伐
実
施
計
画
を
樹
立
し
、
次
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

集
団
間
伐
実
施
事
業

こ
の
事
業
は
、
お
お
む
ね
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
で
林
齢
四

i
五
齢
級
の
山
林
を
一
団
地
と
し
て
設
定
し、

集

団
で
間
伐
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て
は
毎
年

一
O
O
ヘ
ク
タ

ー
ル

〈
平
均
)
ず
つ
五
年
間
に
五

O
O
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

集
団
間
伐
基
盤
等
整
備
事
業

こ
の
事
業
は
、
村
の
作
成
す
る
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

集
団
的
な
間
伐
の
促
進
を
図
る
た
め
緊
急
に

必
要
な
作
業
道
な
ど
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
木
村
で
は
昭
和
五
六

j
五
七
年
の
二
年
間
で
、
作
業
道
狼
ケ
城
，
紘
一

O
五
O

メ
ー
ト
ル
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
五
九
年
度
に
は
、
同
じ
く
、
作
業
道
サ
サ
ミ
ネ
線
六
四

0
メ
ー
ト
ル
を
開
設
中
で
あ
る。

五

村
単
独
事
業

近
年
に
お
け
る
木
材
不
況
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。

木
村
で
は
、
林
家
の
造
林
意
欲
の
減
退
防
止
と
林
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

種
々
の
補
助
事
業
を
導
入
し
て
生
産
基
盤
な
ど
の
整

備
向
上
に
努
め
て
き
た
が
、
国
県
の
補
助
事
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
あ
り
、

ま
た
、
地
域
の
実
態
に
必
ず
し
も
即
し
て
い
る
と
は

い
え
な
い
面
が
あ
る
。
こ
れ
ら
補
助
事
業
の
弱
点
を
補
完
し
、
林
業
経
営
の
最
大
の
問
題
点
で
あ
る
経
費
の
節
減
と
と
も
に
、
林
業
経
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除、間伐実施事業

(村単分〉

要摘費業事積面1庖実

20，000円1 ha当り988， 108円

1，000，000円

49. 41ha 

50.00ha 

(村単分〉

林内作業路補助金

!よ171 要

m当り単価 400円以

内のfの補助

摘費

2，000，000円

業事長

9，639m 

延

昭和58

4，000，000円20，000m 59 

営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
に
は
、
村
独
自
の
補
助
事
業
が
必
要
と
な
っ

て
き
た
。
そ
こ
で
木
村
で
は
、
村
の
単
独
事
業
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事

て
い
る
。

業
を
実
施
し
て
、
林
家
の
要
望
に
少
し
で
も
こ
た
え
る
た
め
努
力
を
し

除

・

間

伐

こ
の
事
業
は
、
園
、
県
の
補
助
事
業
で
あ
る
集
団
関

林内作業路(ジャガ一道〉

115 



伐
実
施
事
業
が、

集
団
的
な
間
伐
を
組
織
的
に
実
施
す
る
た
め
の
団
地
設
定

(一

団
地
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
)
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
な
ど
の
制
約
が
あ
る
た
め
、
除

・
間
伐
を
必
要
と
す
る
一
六

1
二
六
年
生
の
山
林
の
う
ち
、

補
助
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
に
つ

い

て
、
昭
和
五
八
年
度
か
ら
村
が
単
独
で
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
状
況
は
前
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

林
内
作
業
路
補
助
金

こ
の
事
業
は
、
主
と
し
て
間
伐
材
な
ど
、
伐
倒
木
の
搬
出
を
容
易
に
し
、
労
力
の
低
減
と
経
費
の
節
減
を
図

る
た
め
に
、
車
道
と
山
林
内
を
結
ぶ
幅
員
二
メ
ー
ト
ル
以
内
の
簡
易
な
ジ
ャ
ガ
ー
道
を
開
設
す
る
も
の
で
、
昭
和
五
八
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
状
況
は
前
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ク
ヌ
ギ
造
林
補
助
金

こ
の
事
業
は
、
本
村
に
お
け
る
し
い
た
け
生
産
低
迷
の
最
大
要
因
が
、
原
木
の
不
足
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
将
来
に
お
け
る
生
産
の
安
定
と
増
産
を
図
る
た
め
の
原
木
の
確
保
と
合
わ
せ
、
木
材
需
用
の
低
迷
に
よ
る
林
業
経
営
の
不
振

脱
却
の
た
め
の
一
方
策
と
し
て
、
昭
和
五
九
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
、

ち
な
み
に
初
年
度
は
、

ク

ヌ

ギ

苗

木

代

(
三
八

O
O
本
、
二

O
万
四
四

O
O円
)
を
全
額
補
助
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。



第
四
章

そ
の
他
の
産
業

第
一
節

畜

産

業

古
く
は
、
農
村
に
お
け
る
牛
馬
の
第
一
義
的
飼
養
目
的
が
、
農
耕
ま
た
は
輸
送
機
関
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
農
業
の
近
代

化
と
農
業
の
休
廃
止
に
よ
り
、
そ
の
数
は
漸
次
減
少
し
、
三
五
年
に
八

O
一
頭
飼
養
さ
れ
て
い
た
肉
用
牛
が
、

五
五
年
に
は
二
八

O

頭
、
更
に
減
少
し
て
、
現
在
で
は
二

O
O頭
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

一
方
飼
養
戸
数
も
三
五
年
の
六
五

O
戸
か
ら
五
八
年
で
は
七
九
戸
に
減
少
し
て
い

る。

し
か
し
、

一
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数
は
逆
に

増
加
し
て
、

三
五
年
か
ら
二

0
年
間
に
倍
増
し、

そ
の
後
も
増
加
が
続
き
、
多
頭
飼
育
の
傾
向
が
着
実
に
伸
び
る
と
と
も
に
、
四
五
年

ご
ろ
か
ら
繁
殖
め
す
牛
の
飼
養
が
急
増
し、

五
八
年
に
は
一

O
三
頭
を
数
え
、
全
飼
養
頭
数
の
四

O
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
る
に
至

っ

その他の産業

た
。
こ
れ
は
、
県
の
肉
用
牛
経
営
規
模
拡
大
促
進
事
業
等
の
推
進
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
結
果
県
下
七

O
市
町
村
の
中
で
も
、

野
村
町
、
城
川
町
に
次
ぐ
繁
殖
牛
飼
養
の
中
核
と
い
う
べ
き
存
在
と
な
り
四
国
カ
ル
ス
ト
牧
場
の
有
効
利
用
に
よ
っ
て
更
に
将
来
へ
の

発
展
が
期
待
さ
れ
た
が
、
五
八
年
を
ピ

l
ク
に
、

飼
料
の
高
騰
、
老
齢
化
な
ど
に
よ
る
経
営
難
か
ら
規
模
縮
小
へ
の
方
向
に
転
じ
た
。

第 4章

ま
た
養
鶏
、
養
豚
、
山
羊
乳
も
年
々
減
少
し、

遅
く
ま
で
養
鶏
業
を
営
ん
で

い
た
久
主
の
下
り
の
平
岡
篤
全
の
五
六
年
廃
業

を
最

後
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に
、
自
給
型
家
庭
養
鶏
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
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第
二
節

水

産

業

面
河
川
漁
業
協
同
組
合

面
河
川
漁
業
協
同
組
合
は
、
水
産
業
協
同
組
合
法
に
基
づ
き
、
県
下
で
は
最
も
早
い
昭
和
二
五
年
五
月
に

発
足
し、

ア
ユ
、

ウ
ナ
ギ
、

ア
マ
ゴ
、

マ
ス
な
ど
の
放
流
と
ア
マ
ゴ
、

マ
ス
の
養
殖
を
行
っ
て
き
た
。

昭
和
五
七
年
四
月
に
は
、
事
務
所
を
新
し
く
建
築
さ
れ
た
美
川
村
団
体
事
務
所
に
移
し、

内
水
面
漁
業
振
興
の
た
め
に
活
動
を
続
け

て
い
る
。

な
お
、
面
河
川
の
総
流
程
は
約

一
六
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
主
流
は
約
四
九
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
と
本
県
に
あ

っ
て
は
肱
川
と
並
ぶ
大
き
い

河
川
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
古
く
か
ら
発
電
事
業
な
ど
に
基
づ
く
水
利
と
河
川
漁
業
と
の
関
係
に
つ

い
て
、

当
事
者
間
で
各
種
の
協
定
が
な
さ
れ
て

き
た
が
、
昭
和
四
八
年
以
後
に
お
け
る
本
組
合
へ
の
補
償
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
渡
ダ
ム
建
設
事
業

昭
和
四
一
年
か
ら
調
査
を
開
始
し
、
昭
和
五
八
年
現
在
工
事
中
で
あ
る
。
こ
の
ダ
ム
は
建
設
省
が
高
知
県
吾

川
郡
吾
川
村
大
渡
に
洪
水
調
節
、
都
市
用
水
の
確
保
、
発
電
な
ど
の
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
築
造
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
漁
業
被
害

と
し
て
、

①
取
水
に
よ
る
漁
場
の
喪
失
、
②
ア

ユ
・
ウ
ナ
ギ
の
遡
上
阻
害

③
工
事
中
の
濁
り
被
害
な
ど
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ

ら
に
対
し
、
昭
和
五
一
年
補
償
金
一
億

一
四

O
万
円
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
面
河
第
三
発
電
所
建
設
事
業

柳
谷
村
に
昭
和
五
四
年

i
五
九
年
三
月
ま
で
の
工
期
で
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
ダ
ム

は
四
国
電
力
株
式
会
社
が
発
電
の
み
を
目
的
と
し
て
建
設
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
結
果
、

一
部
漁
場
喪
失
と
減
水
に
よ
る
河
川
漁
業



第 4章 その他の産業

面河川漁業協同組合歴代組合長

代 組合長氏名 l就任年月日 | 退任年月日

昭和 昭和
初代 高 芹 勝 繁 11. 6.30 13. 7.26 

2代 久 保 Z佐 H青 13. 7.27 14. 6.25 

3代 土居勘太郎 14. 6.26 15. 6. 6 

4代 ガく フじ 市 松 15. 6. 7 16. 6.11 

5代 八 幡文太郎 16. 6. 11 17. 6. 7 

6代 久保内 幸吉 17. 6. 8 19. 8.15 

7代 重見丈太郎 19. 8. 16 24. 8.15 

8代
代平ヨ理亡

井 フ乙 栄 24. 8. 16 31. 9.30 

岡 英 男 31. 9.30 32. 8. 13 

9代 平 岡 英 男 32. 8. 14 42. 5.23 

10代 高 芹I-Ll 勝 繁 42. 5.24 56. 4.16 

11代 高木松 太郎 56. 4. 16 57. 5.11 

12代 キす 上 清 章 57. 5.11 

資料面河川漁業協同組合資料による

面河川漁業協同組合年次別魚族放流数

よ寸あゆkg]うなぎ[こ し |ま手|あまど|その平kg 千尾 尾 千尾 尾

49 953 125 50 90 20 

50 975 2'64 40 。 200 
へらぶな

51 1，211 350 40 。 200 20 

52 1，368 400 40 30 190 

53 1，220 300 5 。 200 

54 1，159 400 5 。 200 

55 1，500 400 5 。 300 

56 1，620 575 1.1 。 57 
し、Tご

57 1，704 500 2 。 200 1.2 

58 1，530 300 3 。 180 。
59 1. 500 571 5 。 280 2 
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アユの友釣り
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ナ

生
産
力
の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
本
組
合
と
四
国
電
力
株
式
会
社
と
の
間
で
補
償
交
渉
が
行
わ
れ
た
結
果
、
定
額
補
償
金

と
し

て、

昭
和
五
八
年
度
か
ら
毎
年
約
四
O
O万
円
が
四
国
電
力
株
式
会
社
か
ら
本
組
合
ヘ
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。



第
五
章

商

業

工

第
一
節

五
0
年
代
の
商
工
業

日
本
経
済
は
昭
和
四

0
年
代
も
世
界
に
比
類
の
な
い
高
度
経
済
成
長
を
続
け
て
、

H

使
い
捨
て
の
時
代
H

H

消
費
は
美
徳
で
あ
る
H

と

い
う
言
葉
が
交
わ
さ
れ
る
ほ
ど
ま
で
に
発
展
し
て
き
た
。

し
か
し、

四
八
年
秋
に
起
こ
っ
た
石
油
シ
ョ
ッ
ク
で
、
従
来
の
量
的
発
展
中
心
の
経
済
か
ら
安
定
成
長
経
済
へ
移
行
を
始
め
る
の
で

あ
る
。豊

富
、
低
廉
な
資
源
に
依
存
し
て
発
展
を
続
け
て
き
た
経
済
も
、
原
燃
料
の
入
手
難
や
価
格
の
高
騰
に
直
面
し
て
、

五
八
パ

l
セ
ン

ト
の
中
小
企
業
の
生
産
が
減
少
し、

稼
動
率
は
下
が
り
、
庖
の
営
業
時
間
も
短
縮
と
い
う
深
刻
な
状
況
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
資
源
、

業

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
つ

い
て
改
め
て
深
い
反
省
を
迫
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

工

ま
た
、
高
度
経
済
成
長
の
支
え
の
一

つ
で
あ

っ
た
重
化
学
工
業
化
の
進
展
は
、
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
を
は
じ
め
と
し
て
各
種
の
環

商

境
破
壊
の
問
題
も
生
じ
た
。

第 5章

こ
う
し
た
省
資
源
、
環
境
保
全
と
い
う
両
面
か
ら
量
的
拡
大
か
ら
質
的
充
実
に
重
点
を
お

い
た
安
定
経
営
に
、
そ
し
て
、
企
業
を
取

121 

り
巻
く
経
済
環
境
と
の
協
調
、
調
和
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
大
。



こ
の
経
済
基
調
と
構
造
の
転
換
は
、
安
定
的
な
経
営
に
重
点
を
お
い
て
、
企
業
体
力
の
養
成
と
、
経
済
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
だ
が
、

そ
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
循
環
的
な
景
気
後
退
で
な
く
、
構
造
的
不
況
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ま
で
に
例
の
な
い

122 

長
期
の
、
そ
し
て
、
落
込
み
幅
の
大
き
な
深
刻
な
不
況
の
様
相
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、

五
O
年
に
興
国
人
絹
な

ど
上
場
大
企
業
四
社
を
含
む
一
万
二
千
件
余
り
の
倒
産
を
み
た
の
で
あ
る
。

更
に
、

五
五
年
に
は
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
が
起
こ
り
、
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
た
景
気
に
冷
水
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
個
人
消

費
は
更
に
停
滞
し
、
建
設
活
動
も
低
迷
し
、
金
融
は
引
き
締
め
ら
れ
、
加
え
て
、
冷
夏
・
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
た
り
し
な
が
ら
年
間
約
一

万
七
千
件
数
の
倒
産
を
続
け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

美
川
村
に
お
い
て
も
、
全
国
的
に
主
産
業
の
木
材
が
、
住
宅
着
工
数
が
低
調
だ
と
い
わ
れ
た
五
五
年
の
一
二
七
万
戸
を
五
六
年
は
一

一
五
万
戸
と
更
に
下
回
り
、
そ
の
後
も
低
迷
を
続
け
て
、
価
格
の
回
復
は
全
く
望
め
そ
う
も
な
い
最
悪
の
状
態
の
中
で
、
建
設
会
社
と

食
品
卸
会
社
の
二
件
の
倒
産
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
毎
日
買
物
に
行
く
消
費
者
が
減
少
し
、
ま
と
め
買
い
や
計
画
購
入
す
る
傾
向
が
増
加
し
、
購
買
客
は
ス
ー
パ
ー
へ
、

ま
た
、

百
貨
庖
、
専
門
庖
へ
の
流
れ
を
強
め
て
い
く
な
ど
、
消
費
動
向
が
変
革
し
て
い
く
中
で
、
経
営
意
欲
は
減
退
し
高
齢
化
が
進
み
後
継
者

の
い
な
い
ま
ま
十
数
件
の
事
業
所
が
廃
業
又
は
廃
業
状
態
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
不
景
気
と
混
乱
が
普
通
の
経
済
状
態
で
あ
る
と
自
覚
さ
れ
始
め
た
五

0
年
代
も
終
わ
ろ
う
と
す
る
こ
ろ
に
、
や
っ
と

世
界
の
景
気
も
回
復
の
兆
し
が
見
え
始
め
て
、
輸
出
が
増
加
し
、
内
需
も
ゆ
る
や
か
な
回
復
を
見
せ
始
め
た
。
ま
た
、
技
術
革
新
が
目

ざ
ま
し
い
勢
い
で
進
行
し
て
、

M
・
C
工
作
機
、
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
、

マ
イ
ク
ロ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
新

素
材
、

ソ
フ
ト
シ
ス
テ
ム
技
術
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



要
約
す
れ
ば
、
こ
の
一

0
年
間
に
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
・
ソ
フ
ト
化
や
技
術
革
新
の
進
展
、
情
報
化
の
進
展
に
よ
る
成
熟
社
会
を
迎

え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
成
熟
社
会
に
な
っ
て
み
る
と
、
他
方
で
人
間
の
心
の
豊
か
さ
、
ゆ
と
り
、

ふ
る
さ
と
自
然
を
求
め
る
傾
向
も
強
ま
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
、
美
川
村
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

ス
キ
!
場
、
上
黒
岩
遺
跡
、

み
み
ど
河
原
、
岩
屋

寺
な
ど
の
観
光
資
源
を
い
か
に
地
域
の
発
展
に
結
び
つ
け
て
い
く
か
、
そ
し
て
、

ま
た
、

美
川
村
に
眠
っ
て
い
る
古
木
を
材
料
と
し
た

木
工
産
業
や
、
天
然
条
件
に
マ
ッ
チ
し
た
薬
草
を
地
域
経
済
振
興
に
い
か
に
結
び
つ
け
て
い
く
か
と
い
う
新
し
い
研
究
、
努
力
に
取
り

組
む
意
欲
の
芽
生
え
が
見
え
始
め
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

商
工
会
の
歩
み

五
0
年
代
の
日
本
経
済
の
変
革
の
な
か
で
商
工
会
自
体
も
新
た
な
前
進
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
地
方
の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、
魅
力
あ
る
地
域

e

つ
く
り
の
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
た
産

業

業
開
発
の
要
求
が
高
ま
り
、
同
時
に
、
新
し
く
社
会
的
・
文
化
的
な
側
面
に
お
い
て
も
積
極
的
に
商
工
会
が
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
た

工

い
へ
ん
重
要
に
な
り
、
そ
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
べ
く
商
工
会
に
期
待
さ
れ
て
、

五
六
年
五
月
一
五
日
、
国
会
に
お
い
て
「
商
工
会

商

の
組
織
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
可
決
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
「
地
区
内
の
商
工
業
の
総
合
的

第 5章

な
改
善
発
達
を
図
る
こ
と
」
に
加
え
て
「
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
追
加
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
法
律
改
正
を
背
景
と
し
て
、
商
工
会
青
年
部
・
婦
人
部
が
結
成
さ
れ
て
、
奉
仕
作
業
や
み
か
わ
祭
協
賛
な
ど
を
通
し
て



業種別事業所数

業 種 名
1

5問 末
l

業 種 名

各種商品小売 50 製 -ラ1Rそー・ 業 4 

衣 iド} 口E口I フ=t-ロ 6 精 米 業 1 

カ。ソリンスタンド 3 塗 装 業 1 

電 気 器 フ自て 庖 2 建築業 (大工，左官〉 17 

その他小売業 (たばこ〉 1 土 木 建 設 業: 10 

子万 聞 庖 1 と うふ製造 業 3 

主11 冗三金" 業 3 建 フ自て 製 I主E主3 業 3 

理 美 H廿- 業 11 生 コ ン 製造業 2 

旅 館 飲 食 業 20 tI ス 版 7τまE 1 

~i~ 行 1 不 動 iIf. 4 

運 送 業 7 淡 水 漁 養 殖 1 

製 材 木 1オ 業 14 石 碑 製 造 業 1 

縫 製 業 7 造 林 業 1 

自動車修 理業 2 ~p 届リ 業

電 気 水 道工事業 2 そ の {白 6 

ヵ、 じ や 1 1口L 187 

地
域
の
活
性
化
に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
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地
域
振
興
対
策
研
究
会
や
美
川
村
特
産
品

会

(
会
長
新
家
行
雄
、
副
会
長
谷
原
一
郎

・
福

回
吉
信

・山
崎
照

一〉

あ
ま
茶
づ
る
生
産
研

究
会
(
会
長
山
下
喬
、
副
会
長
土
井
杉
夫
・

猪

上
俊
彦
〉
の
活
動
が
起
こ
っ
た
の
で
あ

る。



業商第 5章 工

役
職
員
一
覧
表

副会理監補経
~ 
凸

助指 F

導

員員

F 会q q q q q q q q q q q 

五

0
1

長長

武

事

平 一 回渡天天森 竹 倉 篠 片 山 猪 高 岡 村・堂団土
ノ

相[J宮代部野野岡内橋崎岡崎上木林上 木 上 居

篤 照清貞輝 賀季義末松清亀
男太

子昌 一一 雄登要留寛雄伝吉巌郎勇章雄 貢義

事

五

堂

本

亀

雄

団

上

貢

天

野

輝

雄

村

上

清

章

渡

部

貞

一

高

木

松

太

郎

猪

上

巌

山

崎

末

吉

水

口

昌

平

篠

崎

義

雄

倉

橋

季

寛

竹

内

賀
男
留

田

代

清

一

天

野

登

土

居

武

義

木

山

徳

重

桜

木

潔

一
ノ
宮

照

昌

入

石

朱

美

五
回

i

五

五
八

久守正松好清輝
シ男 一 太

美昌潔重明子 一 留郎雄男雄 一 郎 喜章雄貢雄

土 宮 大 竹 古岡岡 小 団中村高篠天

五
九
i

野

輝

雄

崎

義

雄

木

松

太

郎

上

清

章

家

好

喜

上

貢

椋

正

一

崎

守

雄

田

久

男

谷

淳

一
郎

内

賀

男

留

野

利

一

城

ヨ
シ
子

居

義

明

木

山

徳

桜

木
一
ノ
宮

照

八

石

朱

美昌潔重
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工

会
財

政
状
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収
入
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自
l
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支
出

の
部

iよそ!
会

費
補県

助
金

補村
助

金
手

数
料

そ
の

他
言十

普
経
及
営
事
改
業
善
費
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業
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管

理
費

そ
の
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第 5章 商 工 業

年度別主要事項の推移

円。

0
0

一

d-

5

一
1

一

一

円

L

一

i

一

』

官

一

U

一

噌

i

一

一

nu

一
no

一
a信

一
D

一
T
i

一
一
戸
。

一

り

一

3

F
O

一

唱

i

l

l

 

一

一

F
D

一
白
4

一
3

一
F
D

一

l

l

l
 

一

一

司

4

一
A
V
d

一
qa

一
戸
り

一

l

一

一

d
a
z

一
n
4

一円。

一

RU

一

唱

i

l

i

 

一

一

a生

一

1
4

一円。

一

F

O

-

-

一

一

唱

i

一
《
り

-

q

δ

一
F
D

一

咽

i

-

-

度

一

数一
工
員

年

一

商

会

実績

|相 談指導|金融斡旋|講習会開催 |却料

年度 巡指 導回 指窓 導口 件数 金 額 回数 人数 業委託所数事 対業象員従数

(万円〉

50 319 92 3913，880 13 92 30 51 

51 351 90 44 5，230 16 130 32 49 

52 410 52 40 4.020 11 102 34 59 

53 441 79 44 5， 730 9 70 52 159 

54 382 60 32 7，100 9 60 52 192 

55 394 93 36 5，880 9 83 54 199 

56 326 152 42 9，880 10 118 61 189 

57 290 183 41 10，030 12 116 66 241 

58 310 165 34 7.400 13 159 61 284 
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青
年
部
役
員
一

覧
表

監会観奉社J仕委E 員L 体総副部
光 育務先日川J

委委委

事計員 員員長長

家中
五
一

好議

木高 村上 橋高藤若家中
五

俊菊一敏久好喜
三 三雄

高木村上 橋高藤若家中
エーマーL・

俊菊一敏久好喜
四

三三雄

高木村上高橋家中藤若
五

俊菊 一 好喜敏久
五

三三 雄

高木 村上 橋高家中藤若
五

俊菊 一 好喜 敏久
ノム、

三 三雄

高木村上 高橋桑村 家中
五

俊菊 一 喜好
七

三三 雄隆

佐藤堀大 高木村上 橋高桑村家中
五 |

久辰雄 俊三三菊 一雄 |盗好喜
ノ¥1

佐藤大堀家中高木村上 橋高 桑村
五

久辰雄好喜俊三三菊 雄一 隆
九

婦
人
部
役
員
一

覧
表

常副部

任
1/ 1/ " 部

委

員長長

久団安 桑 土 浜

保 上宅村岐田 五
七

ユ 絹節征 邦 鶴
キ
子子子子子 喜

監常

査任
1/ 1/"  

委 委

員 員

宮猪亀 竹岡

城 上岡内林 五
七

シヨセ 清美子稔 幸

子 ツ 子 子

128 



第
三
節

観

光

美
川
村
の
観
光
地
と
い
え
ば
、
名
勝
御
三
戸
獄
、
穴
神
鍾
乳
洞
、
美
川
ス
キ
l
場
、
岩
屋
寺
、
上
黒
岩
遺
跡
、
赤
蔵
ケ
池
と
矢
竹
な

ど
あ
る
が
、
こ
れ
ら
名
勝
、

業工商第 5章

組
咽

滋
鑓
磁
繊
欄

旧
跡
な
ど
の
内
容
に

つ
い
て
は
、
二
十
年
誌
に
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
は
主
な
る
観
光

地
、
ス
キ
l
場
と
近
年
整
備
し
た
御
三
戸
遊
園
地
の
概
要
と
今
後
の
開
発
の
方
向
に

つ
い
て
述
べ
る
。

美
川
ス
キ

i
場

スキー場第 1ゲレンヂ

概

要

県
立
自
然
公
園
四
国
カ
ル
ス

ト
の
中
で
特
異
な
存
在
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
の
が
美
川
ス
キ
l
場
で
、
昭
和
三
五
年
に
愛
媛
山
岳
会
、
国
鉄
パ
ス
、
愛

県
ス
キ
l
連
盟
(
当
時
、
県
ス
キ
l
会〉、

媛
新
聞
社
、

大
谷
地
区
の
協
力
に
よ
り
、

南
国
ス
キ
l
場
と
し
て
産
声
を
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
来
、
国
鉄
松
山
自
動
車
営
業
所
、
愛
媛
新
聞
社
、
県
ス
キ
l
連
盟
の
尽
力
に
よ

り
、
利
用
者
も
年
々
増
加
し
、
駐
車
場
、
宿
泊
施
設
、
貸
ス
キ
ー
な
ど
の
諸
施
設
が

逐
次
整
備
さ
れ
、
昭
和
四

O
年
二
一
月
待
望
の
第

一
リ
フ

ト
(
六

一
三
メ
ー
ト
ル
)
が

129 

建
設
さ
れ
る
に
至
っ
て
、

名
実
と
も
に
四
国

一
の
ス
キ
l
場
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ



と
と
な
っ
た
o
-

130 

こ
う
し
て
五

0
年
代
を
迎
え
、

ス
キ
l
の
大
衆
化
に
伴
い
日
曜
、
祭
日
の
ス
キ
l

場
は
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
超
満
杯
と
な
り
、
リ
フ
ト
待
ち
時
間
も

一
時
間
を
超
え
る
こ

と
が
あ
り
、
更
に
多
く
の
初
級
・
中
級
者
向
け
の
リ
フ
ト
・
コ
ー
ス
の
増
設
が
強
く

宿泊施設「白銀荘」

望
ま
れ
た
。

村
で
は
、
こ
う
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
結
果
、
五
か
年
を
目
安
に
一

日
三

0
0
0人
が
楽
し
め
る
諸
施
設
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
、
昭
和
五
五
年
度
、

二
人
乗
り
リ
フ
ト
(
三

O
一
メ
ー
ト
ル
〉

一
基
と
三
コ

l
ス
の
増
設
を
行
い、

昭
和
五

六
年
度
に
は
、
収
容
台
数
八

O
O台
の
駐
車
場
を

一
0
0
0台
収
容
可
能
な
も
の
に

拡
張
、
更
に
昭
和
五
七
年
度
に
は
、
第
三
リ
フ
ト
(
一
三
二
メ

ー
ト

ル〉

一
基
と
一
コ

ー
ス
増
設
、
貸
ス
キ
l

一
0
0
0
台
(
村
有
六
五

O
台
、
業
者
三
五

O
台
〉
に
整
備
、

ま
た
、
昭
和
五
九
年
度
、
六

0
年
度
事
業
に
よ
り
、
総
事
業
約
二
億
円
を
も
っ
て
、

昭
和
六

O
年

二
一
月
オ
ー

プ

ン

(
予
定
〉
に
よ
り
、

一
二

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
の
宿
泊
施
設
、
「
白
銀
荘
」
を
建
築
、

初
級
者
か
ら
上
級
者
ま
で、

一
日
三

0
0
0人
が
ゆ
っ

く
り
楽
し
め
る

よ
り
近
代
的
な
ス
キ
l
場

ヘ
衣
替
え
し、

鉄
筋

コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
て
、

ス
キ
l
場
と
な
っ
た
。

施
設
等
の
概
要

ス
キ
l
場
面
積

一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル



コ
ー
ス

七
コ

I
ス

ス
キ
l
リ
フ
ト

基

第
一
リ
フ
ト

六
一
一
二
メ
ー
ト
ル

第
二
リ
フ
ト

O
一
メ
ー
ト
ル

第
三
リ
フ
ト

二

二

メ

ー

ト

ル

業工商第 5章

一
人
乗

四

O
年
設
置

二
人
乗

五
五
年
設
置

一
人
乗

五
七
年
設
置

ポ
ー
ラ
ー
リ
フ
ト

貸
ス
キ
ー

建
物

駐
車
場

宿
泊
兼
食
堂

第 2リフト

M

M

(

白
銀
荘
〉

以
上
の
ご
と
く
、

美
川
ス
キ

l
場
は
四
国
随

一
を
誇
る
ス
キ
l
場
と
し
て
い
ち
お

一
シ

ー
ズ
ン
の
利
用
者
は
、
二
万
人
か
ら
五
万
人

一
基

一
、

0
0
0台

管
理
事
務
所
ほ
か
三
棟

一
、

0
0
0台
収
容

五
軒
(
民
営
)

一
軒
(
村
営
〉

を
数
え
る
盛
況
で
あ
る
。

う
の
諸
施
設
を
完
備
し
て
お
り
、

し
か
し
、

な
お
県
外
へ
の
ス
キ
l
人
口
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
は
、

よ
り
い

っ
そ
う
の
施
設
整
備
拡
大
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

開
発
方
向
の
概
要

大
川
嶺
ゾ
l
ン

に
は
、

131 

ス
キ
l
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
牧
場
と



場車駐

二
つ
の
基
盤
だ
け
は
整
い
風
光
明
婦
な
中
級
山
岳
地
帯
で
、
登
山、

ハ
イ
キ
ン
グ
、

キ
ャ
ン
プ
、

132 

昭和58年スキーカーニバル

ド
ラ
イ
ブ
に
好
適
地
で
あ
り
、
展
望

価
値
も
優
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

自
然
と
の
出
会
い
や
展
望
の
み
で
は、

多
く
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
に
は
限
り
が
あ
る
。
ス
キ
ー
に

化
の
方
策
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

匹
敵
す
る
春
、
夏
、
秋
の
目
玉
施
設
を
設
け
、
使
用
料
、
利
用
料
収
入
に
よ
り
採
算
の
取
れ
る
施
設
設
備
の
充
実
を
行
い
通
年
観
光
地

既
設
の
ス

キ
1
場
は
、
既
述
し
た
と
お
り
四
国
随
一
を
誇
る
と
は
い
え
決
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
も
の
と
は
言
え
ず
、

雪
の
安
定
化
と

シ
ー
ズ
ン
の
延
長
化
を
図
り
、
安
定
し
た
ス
キ
l
客
を
誘
致
す
る
た
め
次
の
施
設
設
備
の
拡
充
整
備
が
急
が
れ
よ
う
。



第
四
リ
フ
ト

(
一
五

0
メ
ー
ト
ル
〉
、

第
五
リ
フ
ト
〈
二
五
0
メ
ー
ト
ル
)、

ナ
イ
タ

ー
施
設
の
新
設
、
降
雪
機

(
ス
ノ
l
マ
シ

I
ン
〉

基
、
圧
雪
車
一
台
、
更
に
第
二
ス
キ

l
場

(美
川
嶺
山
頂
付
近
か
ら
既
設
ス
キ
l
場
ゲ
レ
ン
デ
へ
〉
、

コ
ー
ス
、
リ
フ
ト
を
設
置
し、

六
五
年

在
し
て
も
あ
き
ず
、
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、

に
開
催
さ
れ
る
、
高
松
宮
杯
第
三
二
回
西
日
本
ス
キ
!
競
技
大
会
を
誘
致
す
る
な
ど
積
極
的
な
開
発
を
進
め
、

ス
キ
ー
を
満
喫
で
き
る
、
本
格
的
な
ス
キ

l
場
に
開
発
し
た
い
。

ま
た
、
春
、
夏
、

ス
キ
ー
ヤ
ー
が
数
日
滞

秋
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
た
め
、

ス
ー
パ
ー
ス

ラ

イ

ダ

ー

業工商第 5章

宿
泊
施
設

「
白
銀
荘
」
を
拠
点
と
し
、

高
原
テ

ニ
ス
場
(
全
天
候
)
六
面
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
、

フ
ィ

ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
一
式
、

式
、

ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ

ー
ト
場

(
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
及
び
ス

ー
パ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
は
第
五

リ
フ

ト
利
用
)
、
高
原
野
菜
園
、
リ
ン
ド
ウ
、

コ
ス
モ
ス
開
問
、

山
菜
園
な
ど
の
設
置
が

あ
げ
ら
れ
る
。

御三戸遊園地

御
三
戸
遊
園
地

概

要

当
村
の
中
心
地
で
あ
る
御
三
戸
は
、
松
山

・
高
知
問
の
ほ
ぼ
中
間

地
で
、
面
河
川
と
久
万
川
が
合
流
し
、
県
指
定
名
勝
、
御
三
戸
獄
が
あ
り
、
こ
の
付

近
は
特
に
、
山
青
く
、
水
の
澄
む
絶
好
の
景
勝
地
で
キ
ャ
ン
プ
、
水
泳
、
ピ
ク

ニ
ッ

ク
な
ど
に
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
景
勝
の
自
然
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
観

光
開
発
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
河
川
敷
を
遊
園
地
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
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よ
り
、
観
光
客
が
安
心
し
て
利
用
で
き
、
ま
た
、
良
好
な
環
境
保
全
と
い
っ
そ
う
の



観
光
客
誘
致
の
た
め
、
県
及
び
面
河
川
漁
業
協
同
組
合
の
許
可
を
受
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昭和60年川まつり打上花火

け
、
御
三
戸
遊
園
地
と
し
て
整
備
し
、
貸
ボ
l
ト、

キ
ャ
ン
プ
用
具

の
貸
出
し
な
ど
実
施
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、

オ
ー
プ
ン

し
た
五
九
年
度
の
入
園
者
は
約
五

0
0
0

人
更
に
六
O
年
八
月
末
現
在
で
は
六
八

O
O人
を
数
え
活
気
づ
い
て

い
る
。」

の
遊
園
地
の
開
設
を
期
に
「
み
か
わ
川
ま
つ
り
」
を
実
施
、
第

一
回
の
昭
和
五
九
年
は
川
の
増
水
で
行
事
の
一
部
を
中
止
し
た
が
、

第
二
回
の
昭
和
六

O
年
八
月
一
八
日
は
、

入
園
の
キ
ャ
ン
プ
客
や
川
遊
び
客
を
対
象
に
ボ
l
ト
競
争
、
釣
り
大
会
、

マ
ス
の
つ
か
み
ど

施
設
設
備
の
概
要

り
な
ど
を
実
施
、
夕
方
か
ら
は
盆
踊
り
大
会
、
花
火
の
打
上
げ
を
行
い
に
ぎ
わ
っ
た
。

公
衆
便
所

棟

四
九
七
、

0
0
0円

街
灯

五
三

O
、
0
0
0円

照
明
施
設

(
二
灯
〉

ボ
ー
ト
巻
上
機

一
基

一
、
四
八
二
、

0
0
0円

カ
ン
パ
ン

一
式

二
，一
五
、

0
0
0円

二一

O
、
0
0
0円

事
務
所
用
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

一
台



手
こ
、
ぎ
ボ

l
ト

五
隻

足
こ
ぎ
ボ

l
ト

五
隻

前
述
の
と
お
り
、

景
勝
、
御
三
戸
獄
を
中
心
に
川
を
利
用
し
た
観
光
で
、

特
に
良
好
な
環
境
保
全
を
第

一
に
考
え
開

カ
ヌ

l

開
発
の
方
向

五
六

O、

0
0
0円

三、

O
五

O
、

0
0
0円

発
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の
ま
ま
で
水
を
利
用
す
る
行
事
の
誘
致
、

イ
カ
ダ
流
し
は
水
量
不
足
で
あ
る
た
め
中
止
し
、

の
導
入、

屋
形
船
の
運
行
、

い
も
炊
き
を
実
施
し
、
ま
た
、
御
獄
と
水
に
光
を
加
え
た
新
し
い
名
所
づ
く
り
を
行
い
観
光
客
の
誘
致
を

進
め
る
。

業工商第 5章

「
み
か
わ
川
ま
つ
り
」
は
美
川
村
の
夏
の
祭
り
と
し
て
、

定
着
恒
例
化
し
、

御
獄

に
水
を
よ
り
い
っ

そ
う
引
き
立
て
る
独
特
の
演
出
を
考
え
る
と
と
も
に
、
川
ま
つ
り

足こぎボートで遊ぶ家族

な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン

ト
作
り
を
行
い
美
川
村
の

P
R
と
活
性
化
に
努
め
る。

を艮

1土

白

美
川
ス
キ
l
場
に
は
、
リ
フ

ト
三
基
、
駐
車
場

(一

0
0
0台
収
容
)
ま
た
貸
ス

キ
l
、
民
営
に
よ
る
食
堂
、
簡
易
宿
泊
所
三
棟

(
一
五

O
人
収
客
〉
が
あ
り
、

日

三
O
O
O名
の
人
々
が
、
所
狭
し
と
楽
し
ん
で
い
る
が
、
土
曜
日、

祭
日
前
夜
は
宿

泊
希
望
の
客
が
多
く
、
宿
泊
施
設
の
不
足
と
、
既
設
の
す
べ
て
の
施
設
が
冬
期
営
業

の
も
の
で
、
春

・
夏

・
秋
の
来
訪
客
に
は
休
憩
の
場
所
も
な
い
状
態
で
あ
る
。
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従
来
か
ら
休
憩
、
宿
泊
を
合
わ
せ
た
施
設
の
設
置
が
待
望
さ
れ
、
こ
こ

に
村
営
の



白
銀
荘
が
完
成
し
た
。

内
容
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
て、

延
べ
面
積
一
二

0
0
・
0
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、
大
広
間
を
入
れ
て
部
屋
数
は
一
六
部
屋
、
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暖
房
付
き
で
収
容
人
員
八
六
名
で
あ
る
。

建
築
費
は
用
地
造
成
費

一一

O
O万
円
、

主
体
工
事
費
一
億
一

四

O
O万
円
、

電
気
工
事
費

二

一O
O万
円
、
衛
生
工
事
費
三
八
九

O
万
円
、
計
一

億
七
六
九

O
万
円
を
要
し、

そ
の
他
什
器
、
事
務
用
機
器
等
約
一
二

O
O
万
円
を
投
入
し
て
い
る
。

」
の
白
銀
荘
を
大
川
嶺
総
合
開
発
の
拠
点
と
し
て
更
に
、
ス
キ

l
に
匹
敵
す
る
夏
場
の
利
用
施
設
守
つ
く
り
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
。
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